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今こそ“パラダイムシフト”�



がんばれ東北　消防団も応援します
　宮城県石巻市で、対馬市消防団厳原第21分団（舎利倉政司分団長以下
12名）が、がれきの撤去・ヘドロの除去等ボランティア活動を行いました。
　大震災から半年、まだまだ被災地は復興へ歩み始めたばかりです。

暑サニモマケズ�
　1811年の最後の朝鮮通信使から今年で200周年を記念して、対馬高校美
術部の皆さんが厳原町大手橋の消防格納庫の外壁に通信使の壁画を作成
しました。みんなで力を合わせた力作が日韓友好を見守っています。

みんなで創る　未来への道筋�
　市内6か所で「（仮称）対馬市市民基本条例（案）における地域との
意見交換会」が開催されました。いただいたご意見や検討委員会で
の協議内容を盛り込んで、みんなのルールとして定める予定です。

“地域の宝”48年ぶりに復活
　8月14日、厳原町椎根地区で馬子引きと代官の娘との純愛を描いた盆踊り「さんざ」が復活しました。椎根地区では、江戸時代
末ごろから農家の長男が踊ってきましたが、後継者不足のため1963年を最後に途絶えていました。昨年10月に経験者8名で盆踊
り復活準備委員会（桐谷榮会長）を結成し、記憶をたどりながら踊りや節回しを思い出し「地域の宝」を取り戻しました。

雨をぶっとばせ!!
　8月20日、上対馬町比田勝で「おっどん祭り」が開催されました。
あいにくのお天気でしたが、「ローカルヒーロー“ツシマックス”
ショー」や「魚のつかみどり」などに子ども達の歓声が響きました。
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写真提供：対馬市消防団厳原第21分団�写真提供：対馬市消防団厳原第21分団�
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厳原港まつり�
対馬アリラン祭2011
厳原港まつり�
対馬アリラン祭2011
　8月6・7日、「厳原港まつり対馬アリラン祭」が厳原港特設ステージをメイン会場に開催されました。

　台風9号により「舟グロー大会」が中止されるなど影響もありましたが、異国情緒あふれる「朝鮮通

信使行列」や盛夏の夜空を彩る「花火」など今年もたくさんの人出で賑わいました。

　今年は最後の通信使（1811年）から200周年。行列の「宗対馬守」役に坂本智徳県議会議員、「正使」

役は1643年第5回通信使正使の12代目子孫にあたる尹　星鎭さんが務められました。

　祭りに併せ、昨年秋に供用開始した厳原3号・4号岸壁には海上保安庁巡視船「ちくぜん」（白武文明

艦長）と海上自衛隊護衛艦「とね」（富松智洋艦長）が入港。

　体験クルーズや船内一般公開には多くの市民が参加し、「対馬の海の安全を守る仕事」に触れました。

海上保安庁　巡視船「ちくぜん」�海上自衛隊　護衛艦「とね」�

国書交換式�正使役　尹　星鎭さん�

ユン　　　ソンジン

そうつしまのかみ

ユン　　ソンジン�
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1 飲んで守ろう“対州馬”�

　　　東北の地でも輝く�

　アサヒビール（株）の『アサヒスーパ
ードライ「うまい！を明日へ！」プロジ
ェクト』により、日本の在来馬8馬種の1
つであり絶滅が危惧される対州馬の生育
環境を保全するために、対象商品の長崎
県内での売上1本につき1円を「対州馬振
興会」に寄付して頂くことになりました。
　対象は9月上旬から10月下旬に製造され
た『アサヒスーパードライ』の缶500ml・
缶350ml・大びん・中びんの４品種。「1
本につき1円が環境保全などに活用されま
す」と明記してあります。

　8月7日、岩手県北上市で開催さ
れた陸上競技男子三段跳に出場した
福岡第一高校の阿比留明久君（久田
中学校：厳原町内山出身）が15ｍ
19㎝で準優勝に輝きました。
　阿比留君は8月24日に愛知県で行
われた国際大会「日中韓ジュニア交
流競技会」にも日本代表として出場。
こちらは15ｍ22㎝で見事優勝して
います。

　8月1～4日、秋田県由利本荘市で
開催されたソフトボール競技男子で
県立大村工業高校が初優勝。
　比田勝中学校：上対馬町比田勝出
身の武末祥一君（写真中央）が5番
ライトで出場、チームの初優勝に貢
献しました。
　武末君は10月に開催される「山
口国体」少年男子長崎県代表チーム
にも選抜されています。

　この夏開催された「北東北インターハイ」。全国トップレベルの高校生が熱く燃えるこの
大会でも「つしまヂカラ」がひときわ輝きました。

【写真右】アサヒビール（株）山添勝吉長崎支社長�
※飲酒は20歳になってから。
　飲酒運転は法律で禁止されています。
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地域マネージャー通信
地域再生推進本部　協働のまちづくり推進グループ�

　今回の地域マネージャー通信は、豊玉町田地区を紹介します。�
　豊玉町田地区は、平成22年11月号の地域マネージャー通信でも紹介しましたが、平成21年度に挙がった取
り組みたい事について、ひとつずつ実現されています。�
　その中には、住民が主体となって活動して実現したことや、住民の現地調査で取り上げられたことで、市や
県が実施して実現したものなどがあります。�
�　【田地区会議で出た意見と地域住民と現地調査した結果に対する平成22年度までの取組状況】�

○会議で出た意見�
　・耕作放棄地を使って対州そばの栽培と併せて共同の機械の導入、販路開拓�
　・野菜の地産地消と所得向上を図るため、給食センターでの使用依頼�
　・規格外の魚の加工、販売　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
　・磯焼け対策�
　・森林（木材）の有効活用（田生産森林組合）�
　・運動広場の有効活用（2回の除草作業、地区・子ども会グラウンドゴルフ大会等の開催）→平成22年度　
　　「わがまち元気創出」支援事業を活用し、地区住民が主体となって実施。（平成23年度は区単独で実施）�

○現地調査（H22年度実施済）�

豊玉町田地区�

(校区全体で検討を)

「フェリーきずな」�
たくさんのご応募ありがとうございました。
各賞の当選者の発表は、賞品の発送をもって替えさせていただきます。　　壱岐対馬航路活性化協議会�

はじのうねめのはか�

河川の土砂撤去� 天理教～消防格納庫途中の道路段差補修�

上里の掲示板設置� 波自采女墓の案内板設置�

国道入口誘導板設置�

小川商店裏の潮溜まりの急水門
板をコンクリート補修、一部埋立�

新造フェリーの船名が「フェリーきずな」に決定しました�
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※パラダイムシフト：「認識のしかた」や「考え方」・「常識」・「旧態依然とした考え方」などが劇的に変化すること

　1枚の絵ですが、見方によって見え方が変わってきます。

　ポイントは「ものの見方」。
　私たちは、日常生活の中においても環境・経験などによって

「条件づけ」されて物事を見ているのです。

　若者の島外流出や歯止めがかからない少子高齢化、減り続ける水産資源…、私たちの目
前には問題が山積しています。
　これらの問題に対する、私たちの「ものの見方」は「条件づけ」されていないでしょうか？
　「離島だからしょうがないもんね…」「壱岐の人たちは商売が上手だけど…」
　「何をやっても変わらんけん…」

　世界的不況や東日本大震災などの影響を受け、これまでの価値観が大きく変化しようと
している今、「かけがえのない対馬」を次の世代につないでいくために、私たちは今こそ「も
のの見方」を変える良い機会かもしれません。

　そんな時、対馬の外から冷静に対馬を見ることができる「ものの見方」を持った5人の若
者が来島しました。

　その名も「対馬市 島おこし協働隊」。
　今月の「つしまさいこう」は、対馬に生まれ対馬に育った私たちが見つけられなかった「新
たな対馬の価値」を探り、私たちには見えなかった新しい「ものの見方」で挑戦する彼ら
を紹介します。

皆さんには左の絵は何に見えますか？

今こそ今こそ パ�ラ�ダ�イ�ム�シ�フ�ト�“� ”�パ�ラ�ダ�イ�ム�シ�フ�ト�“� ”�

　～島おこし協働隊来島～��　～島おこし協働隊来島～��

　　帽子を被り右を向いた髪の長い少女？
　　それとも、右を向いた目・鼻の大きな老婆？



広報つしま7

　以前から田舎暮らし、特に「島暮らし」にあこ
がれていました。自分で魚を釣って食べる、これっ
て対馬の人には何気ないことでしょうが、都会育
ちの自分には感動のレベルが違うんですよ。
　対馬の人を困らせているイノシシやシカの革で
製品を生み出し、「有害鳥獣」が「資源」に変わ
ればいいなって思ってやってきました。自分が来
てから実際にはゼロからのスタートで、猟師さん
にイノシシ皮の剥ぎ方を教わる事から始まり、生
き物の命を使ってものづくりをするという事を強
く意識するようになりました。
　「協働隊」という名前のとおり、地元ハンターさん達と協力してこの問題に取り組んでいき
たいです。

神奈川県横浜市出身�
○専門学校ESPミュージカルアカデミー�
　ギタークラフト研究科卒�
�

山下　遼（やました　りょう）�

有害鳥獣を有効資源に�

　「生物多様性＝希少生物の保護」って思われてい
る方が多いと思いますが、一言で表すと「自然の恵み」
のことです。対馬の皆さんはその「自然の恵み」を
受け「生命力」がとても強いです。自分が食べるも
のを田畑で栽培し、鶏を飼い、海に出て魚を獲る…。
都会人が失っている「生命力」の強さは対馬の「強み」
ですし、「大きな魅力」ですね。子ども達にもその
「力」を受け継げるようなプログラムにも取り組み
たいですね。　

青森県青森市出身�
○北海道大学大学院環境科学院博士後期課程修了�
○日本学術振興会特別研究員�
○東北大学大学院生命科学研究科特別研究員�

木村　幹子（きむら　もとこ）�

自然と共生できる「対馬」は�
求めていたフィールド�
�

生物多様性保全担当
○絶滅が危惧されるツシマヤマネコ、対州馬をはじめとする自然資源の保全活動。
　特に、「種の保全に資するための活用方法」を検討し、産業振興・
　雇用創出に結びつくような施策の企画立案・連絡調整を行う。

レザークラフトで島おこし担当
○有害鳥獣（イノシシ、シカ）の有効活用に関する企画立案
○皮革製品の商品化・ブランド化の事業可能性調査、皮革製品の試験的製作・販売
○皮革文化の普及啓発活動の企画
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　私が友人を対馬に招待したら「まず深呼吸して」っ
て言っちゃうくらい空気がきれいですね。「何も
ない」って対馬の人は言うけど「都会にあるもの」
を都会人は求めていないんです。おばあちゃんが
手でこねたおまんじゅうだとか、自宅の畑で採れ
た野菜だとか対馬の人が日常食べてるものが一番
美味しいって思います。
　対馬を訪れる都会人が求めてるものってこうい
うものだと思うんですよ。 東京都台東区出身�

○多摩美術大学絵画科油画専攻卒�
○「消しゴムはんこインストラクター」として
作家・インストラクター活動�

松野　由起子（まつの　ゆきこ）�

　対馬に来た当初、関わってくれた人達があまり
にも親切なので正直戸惑いました。道ですれ違う
子ども達が笑顔で挨拶してくれたこともすごくう
れしかったです。
　現在、市のホームページの翻訳や英語のパンフレッ
トの制作を行っています。また、11月開催の朝鮮
通信使200周年のイベントに併せ、今、「対馬アー
トファンタジアキックオフ事業」のコーディネー
トも行っています。高校・大学とアメリカで学ん
できたスキルを活かして対馬を世界中に発信して
いきたいと思います。

東京都武蔵野市出身�
○アメリカ　デンバー大学芸術学部卒�
　（芸術学・経営学を専攻）�
�

村田　真耶（むらた　まや）�

英語圏にも対馬を広めていきたい�

対馬に着いたら、まず「深呼吸」！�
�

松野さんデザインの�
ポロシャツ�

村田さんの翻訳でリニューアルした�
英語版対馬市ホームページ�

島デザイナー
○埋もれた資源の魅力発掘と活用方法の企画立案
○特産品・商品開発を行う上でのデザイン・プロデュース支援
○島の美しい農山漁村景観の保全・形成・活用デザイン
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　日本人が刻んできた歴史を振り返ってみると、時代の大きな転換期には「外から

の何か」が大きく影響しています。�

　　　　「稲作伝来」による支配階級の誕生�

　　　　「鉄砲伝来」による戦国時代の終焉�

　　　　「黒船来航」による近代国家への転身�

　私たちは「自分自身で変化し、新たなものを創造する」ことが不得手な一方、「外

からの影響に反応し、発展させていく」ことには長けています。�

　他者の意見を取り入れ自分たちがこれまで培ってきた経験や常識を変えることは

決して簡単なことではなく、痛みを伴うかもしれません。しかし、状況を改善した

ければ、自分たちが変わるしかないのです。�

　チャールズ・ダーウィンの進化論の一節にはこうあります。�

「環境変化の本質に的確に適応し、進化し続けるものだけが生き残る」�
�他のどこにもまねのできない「誇り高き孤高の島」へ進化していきましょう。��

　「地方が自活できるようにならないと日本が元気に
ならない」と常々感じていました。一次産業に従事
する方が努力に見合う報酬を得られるしくみづくり
を目指そうと思い、対馬移住を決意しました。
　薬草で対馬の可能性を広げることが仕事だと言わ
れていましたが、対馬に来て、薬草だけでなくたく
さんの海や山の資源が眠っていることに驚きました。
それらを適正な値段で売っていくためにも、まずは
対馬の知名度を上げ、「対馬」というブランドを確
立することが必要です。そのためには対馬の人自身

が対馬の良いところ・悪いところをちゃんと「知る」ことが第1歩だと思います。ハコモノは
もう十分揃っていると感じます。住んでいる人の気持ちや今ある施設の活用法などの「ソフト
面」を強くすれば、何倍も何十倍も「対馬」は元気になれるはずです。

東京都八王子市出身　�
○東京大学大学院理学系研究科博士課程修了�
○健康食品のOEMメーカーで新商品の企画・�
　開発を担当�

須澤　佳子（すざわ　けいこ）�

対馬の人が対馬のことを知ることが�
何より大切�
�

薬草で島おこし担当�
○山草野草の調査研究、採取、薬草リストの作成



2011. 9 10

健康保健課からのお知らせ�

福祉保健部　健康保健課　☎0920（58）1116（美津島、豊玉、峰）�
　　南福祉保健センター　☎0920（52）4888（厳原）�
　　北福祉保健センター　☎0920（84）2313（上対馬、上県）�

問い合わせ・申込�

集団型健診の内容は、「特定（メタボ）健診」と「がん（胃・肺・大腸）検診」です。��
申込がお済みでない方は、電話で受け付けています。��
特定健診を受けられた方は骨密度検査も無料で受けられます。�

《 注　意 》�
①対象は対馬市に住所を有する40歳以上の方です。�
　社会保険の方も契約により対象となります。受診券をご持参ください。�
②後期高齢者（75歳以上）の方は、お手持ちの保険証で無料で受診できます。�
③40、45、50、55、60歳（平成24年3月31日時点）の方は、�
　節目型健診で受診してください。�
④今年度すでに個別型健診（病院での健診）を受けられた方は、�
　集団型健診は受診できません。�

日　　程� 対　　象　　地　　区� 実 施 場 所 � 受付時間�

河内・大浦・鰐浦・豊・泉・西泊・古里�
�

  8：00～  9：00�
  比田勝・網代・冨浦・津和・唐舟志・浜久須・玖須・大増・舟志�

�
  9：00～10：00�
�五根緒・茂木・琴・芦見・一重・小鹿�

�
琴住民センター�

上県町地域福祉センター�

  7：30～  8：00�
�松ヶ崎・浜町・土井奈・本元町・上町・下町�

�
  9：30～10：00�
�太鼓町・三軒屋・大地・西津屋�

�
10：00～10：30�
�深山・恵古・仁田ノ内・井口・中山�

�
  7：30～  8：00�
�友谷・湊�

�
  8：00～  8：30�
�瀬田・樫滝・越ノ坂・飼所・犬ヶ浦・女連・久原・鹿見�

�
10：00～10：45�
�田ノ浜・志多留・伊奈・越高・御園�

�
10：45～11：00�
�津柳・青海・木坂・狩尾・賀佐・吉田・三根上・三根下・三根浜�

�
  8：00～10：30�
�佐賀・櫛・志多賀・志越�

�
  8：00～11：00

尾浦・安神・久和・内院・内山・久田・堀田・白子・曲～久田道�
�

  7：00～  8：15�
�大船越・平瀬原・緒方・久須保・女護島・玉調・犬吠　　�

�
  9：30～11：30�
    焼松・上の町・中の町・日向・本町・住吉・日の出・宮の下・瀬原�

�   8：00～11：30�
�樽ヶ浜・大浜・高浜・西高浜・根緒・洲藻・昼ヶ浦・黒瀬・竹敷・島山�

�

ありあけ会館�

美津島文化会館�

美津島文化会館�

久根田舎・久根浜・上槻・瀬�
�

  7：00～  8：15�
�豆酘・浅藻・瀬�

�

久根保健福祉館�

豆酘小学校体育館�   9：30～11：30�
�箕形・吹崎・加志・今里・尾崎・阿連�

�
今里漁民センター�   7：30～  9：00�

�下原・樫根・床谷・上山・日掛�
� 10：30～12：00�

�小茂田・小茂田浜・椎根浜・椎根・阿連�
�千尋藻・曽・位之端・鑓川�
�

  7：30～  8：15�
�仁位・卯麦・佐志賀・嵯峨・貝鮒・糸瀬・佐保・志多浦・大綱�

�   9：45～11：30�
�小綱・銘・田・貝口・東加藤・水崎・加志 ・々唐洲・廻�

�大山・小船越・芦浦・賀谷・濃部・鴨居瀬・赤島�
�

  7：30～  8：15�
�和板・横浦・塩浜・見世浦�

千尋藻漁村センター�

小船越コミュニティセンター�

塩浜児童館�   9：45～11：30

10月 8 日�
�

10月 7 日�
�

10月 9 日�
�

10月10日�
�10月11日�
�

10月12日�
�

10月13日�
�

10月14日�
�

10月15日�
�

10月16日�
�

10月17日�
�

土�

金�

日�

祝�

火�

水�

木�

金�

土�

日�

月�

上対馬総合センター�

佐護小中学校体育館�

仁田コミュニティセンター�

峰地区公民館�
�中対馬開発センター�

金田小学校体育館�

豊玉町保健センター�

年に１回は健診を受けましょう!!（集団型健診のご案内）�
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環境政策課からのお知らせ�

「第6回元気野菜コンテスト」を開催します�
�

汚泥発酵肥料を販売しています�
�

節電にご協力ください�
�

市民生活部　環境政策課　☎0920（53）6111問い合わせ�

農林振興課からのお知らせ�

イノシシに遭遇したら…�

農林水産部　農林振興課　☎0920（53）6111問い合わせ�

　先日、市内で子どものイノシシ（ウリ坊）を追い払おうとし、親イノシシから噛みつかれる事故が発
生しています。�
　遭遇したら次のことに注意して、絶対に近づかないでください。�
　　○イノシシを威嚇したり、追い払おうとせず、静かにその場から離れる。��
　　○イノシシがよく出没する付近を通るときは、声や音を出す等して存在を知らせる。��
　　○犬の散歩中に遭遇したら、犬をイノシシから遠ざける。��
　　○子どものイノシシには近づかない（付近に親イノシシがいる場合があります）。 

　生ごみ堆肥化を利用して作られた元気野菜の出品を募集しています。ご自慢の元気野菜をお待ちしています。�
　○開催日　11月27日（日）　　　　○開催場所　峰地区公民館（峰町三根）�
　○主　催　対馬市保健環境連合会　　○応募締切　11月18日（金）17:00必着�
※なお、出品ご希望の方は環境政策課までお知らせ下さい。�

�
�
�

　野菜作り・果樹の育成牧草などの肥料としてご利用下さい。�
　○料金　1袋（12kg入）･･･100円　　○肥料登録済み（窒素4～5％、リン酸5～7％含有）�
　（使用上の留意点）�
　葉菜・根菜類の植付時、播種直前には直接使用は控えてください。�
　汚泥肥料は使用後、土壌と混和することをお勧めします。�
　☆販売場所�
　　①厳美清華苑（美津島町根緒）　　　　　☎0920（52）0929�
　　②中部中継所（峰町櫛）　　　　　　　　☎0920（82）0867�
　　③北部衛生センター（上対馬町唐舟志）　☎0920（86）2177�
　　④北部中継所（上県町佐須奈）　　　　　☎0920（84）2761（10月から取扱開始）�

�
�
�

　東日本大震災により電気の大切さを改めて実感させられました。�
節電は地球温暖化防止対策としても重要です。市民の皆様のご協力をお願いします。�
こまめにスイッチオフ�
　　　照明・電化製品は必要な時だけ使用し、こまめにスイッチを切りましょう。�
　　　長時間使用しない場合はプラグを抜くことで「待機消費電量」も減らせます。�
エアコンで節電�
　　　設定温度・風向きを工夫し、フィルターはこまめに掃除しましょう。�
冷蔵庫で節電�
　　　余分な開閉を控え、扉が開いている時間を短くし、適度な隙間を作って収納しましょう。�
照明で節電�
　　　照明器具を掃除することにより明るさもアップします。LEDへの取り換えも有効な手段です。�
テレビで節電�
　　　テレビを消すときは主電源をOFFにし、画面モードは省エネモードにしましょう。�
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地域再生推進本部からのお知らせ�

10月は「土地月間」です�

予約制乗合タクシー実証運行中（9月1日～11月30日）�
�

地域再生推進本部　☎0920（53）6111　�問い合わせ�

Q 大規模な土地とは？�

Q どんな取引が該当？�
Q 届出は誰が？�
Q いつ迄に届出？�
Q 提出する書類は？�
Q どこに提出？�
�

A�

A 売買・代物弁済・交換など�
A 土地の権利取得者（売買の場合であれば買主）�
A 契約（予約を含む）締結日から2週間以内�
A 届出書・売買契約書などの写・土地の位置図など�
A 土地がある市町村の「国土利用計画法」担当課　※届出書用紙もあり�
�

事後届出制の手続きの流れ�

届出の手続�

①市街化区域　 ②①以外の都市計画区域　 ③都市計画区域以外
2,000㎡以上　　　 5,000㎡以上　　　　　 10,000㎡以上

権
利
譲
渡
者�

権
利
取
得
者�

市
町
村
長�

県  
知  

事�

不勧告�

勧   告� 公   表�

助   言�

※公表されている土地利用に関する計画に適合�
　しない場合には勧告することがあります。�
※勧告に従わない場合には公表することがあります。�

※適正かつ合理的な土地利用を図るために�
助言することがあります。�

従わない時�

契約� 届出� 送付�

意見�

利用目的の審査�

　大規模な土地販売などの契約（予約を含む）をしたときは、買主は、知事あての届出書に必要な書類
を添付して、契約を結んだ日から2週間以内に土地の所在する市町村役場へ届け出て下さい。�
　届出を受けた知事は、利用目的について審査を行い、利用目的が公表された土地利用に関する計画に
適合しない場合、3週間以内に利用目的の変更を勧告し、その是正を求めることがあります。�

　国土利用計画法は、土地の投機的取引や地価高騰を抑制するとともに、適正かつ合理的な土地利用の
確保を図るため、大規模な土地取引について届出制を設けています。�

　市民のみなさんの移動をより便利で快適なものとするために、予約制乗合タクシーの実証運行を行っ
ています。今後、満足度調査や財政分析などを行い、来年度からの本格運行を検討します。�
　是非ご利用ください。�
�

�
　○浅藻～厳原間（現行の路線バス内院線）�
　○安神～厳原間（現行の路線バス厳原市内線の一部）�
　○尾崎～ 知間（現行の路線バス尾崎線）�
　○竹敷～ 知間（現行の路線バス竹敷線）�
　○小綱循環　　（現行の路線バス小綱循環線）�
　○湊～佐護間　（現行の路線バス伊奈線の一部）�

運行路線�
�
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教育委員会からのお知らせ�

教育委員会　厳原地区生涯学習センター　☎0920（52）0363問い合わせ�

教育委員会　生涯学習課　☎0920（86）3727問い合わせ�

○と　　き：平成23年10月13日（木）　開場18:00　開演18:30�

○と こ ろ：対馬市交流センター　イベントホール�

○入 場 料：一　　　般　2,000円（当日2,500円）�

　　　　　　高校生以下　1,000円（当日1,500円）�

　　　　　　※入場料は、宝くじの助成により特別料金になっています。�

○入場券販売所：各地区公民館、豆酘・佐須出張所�

○オーディション開催：ミュージカル「アテルイ」での子役（セリフ3回程度）�

　　　　　　　　　　　子役の基準：5才～7才で身長105cmくらい�

　　　　　　　　　　　日　時：平成23年9月30日（金）　午後4時～�

　　　　　　　　　　　締　切：平成23年9月26日（月）�

�

�

�

�

�

�
　長崎県美術館が所蔵する芸術作品の巡回展【移動美術館art moving】が対馬にやってきます。ピカソ

やシャガールなど世界の名画や長崎ゆかりの代表的な画家の油彩画・彫刻など、多数の作品が展示され

ます。�

　また、対馬が生んだ優れた画家：津江篤郎氏（厳原町出身）の作品も特別展示されます。�

�　○展示期間：平成23年9月27日（火）～10月2日（日）　○鑑賞時間：10:00～18:00�

　○会　　場：対馬市交流センター　４階ギャラリー　　　○観 覧 料：無料�

�　　　　　　　　　　　　　　　　　　【会期中イベント】　�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ギャラリートーク�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：9月27日（火）オープニングセレモニー終了後�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ワークショップ�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：10月1日（土）�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容：オリジナルバッグの製作（要申込み）�

�

�

�

�

○募 集 部 門：洋画・日本画・書道・デザイン・彫塑工芸・写真�

○出 品 資 格：対馬市内居住者で、高校生または、16歳以上の方�

○出品点数等：各部門に1人2点まで（1人最高12点まで）�

　　　　　　　自作未発表（対馬市内で未発表）のものに限る�

○出　品　料：1出品者当たり…500円　〔高校生は不要〕�

○出品申込み：受付期間　平成23年11月15日～12月15日�

　　　　　　　作品搬入期間　平成24年1月17日～1月19日�

　　　　　　　出品申込先　教育委員会生涯学習課　各地区生涯学習センター�

○展示期間及び会場：前　期：平成24年1月25日～1月29日（対馬市交流センター）　�

　　　　　　　　　　後　期：平成24年2月1日～2月5日（上県地区公民館）�

�

宝くじ文化公演　ミュージカル「アテルイ」が開催されます�
�

「第８回対馬市民美術展」作品を募集します�
�

「長崎県美術館名品展移動美術館inつしま」を開催します�
�

渡辺（宮崎）与平《金さんと赤》1908年�
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総務課からのお知らせ�

一日行政相談を開設します�

総務部　総務課　☎0920（53）6111問い合わせ�

　10月17日（月）から23日（日）までの一週間は、全国一斉の「行政相談週間」です。�
　行政相談とは、国から委託を受けた相談員が、行政全般についての苦情や要望、意見などを受け付け、
みなさんの声を行政の改善に役立てる制度です。�
　相談は無料で、秘密は堅く守られます。お気軽にご相談ください。�

※一日行政相談開設日以外でも、相談は随時受け付けています。�
�

日　　　　　程� 会　　　　　場� 担当行政相談員�

10月18日（火）13：30～16：00
梅野　茂希　☎0920（86）3550�
今林　勝正　☎0920（84）2334

佐伯　岩男　☎0920（58）0778

小島　 重　☎0920（54）2986

樺島　悦三　☎0920（52）1888

上対馬総合センター�

豊玉地域活性化センター�

美津島文化会館�

対馬市交流センター�

10月23日（日）13：00～15：00

島井　利和　☎0920（83）0605中対馬開発総合センター�10月19日（水）10：00～15：00

10月23日（日）13：00～16：00

10月23日（日）13：00～15：00

対馬市自殺予防対策講演会を開催します�

福祉事務所　福祉課　☎0920（58）2294問い合わせ�

　一人で悩みを抱え込んでいる家族・友人のかすかなサインを見逃さないことが自殺の未然防止の始ま
りです。交通死亡事故よりも多い自殺の予防について一緒に考えてみませんか。�
�
【日　　時】10月21日（金）　14:00～16:00�
【場　　所】対馬市交流センター�
【講　　師】ＮＰＯ法人自死遺族支援ネットワークＲe　山口　和浩　先生�
【参 加 費】無料 

対馬市知的障害者地域福祉推進会議を開催します�
�
　地域の在宅知的障害者の社会参加など福祉の増進について話し合い、地域における知的障害者の自立
した生活のための地域ネットワークづくりを目指すため、下記のとおり開催しますので、障がいのある
人もない人も参加してみませんか。�
�
【日　　時】平成23年10月1日（土）　13:00～16:30�
【場　　所】美津島ふれあいプラザ　対馬市美津島町 知乙1168　�
【事業内容】講　話　「福祉活動のこれまで　これから」�
　　　　　　研　修　「母親もいきいきと」（家族支援プロジェクト）�
【申込・連絡先】　　　対馬手をつなぐ育成会　　☎0920（58）1432�
　　　　　　　　　　　長崎県手をつなぐ育成会　☎095（846）8730

福祉課からのお知らせ�
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す
。
ふ
た
の
上
に
草
が
生
え
人
間
の

臭
い
が
完
全
に
消
え
て
し
ま
う
と
、

10
月
ぐ
ら
い
か
ら
、
大
勢
の
人
が
一

丸
と
な
っ
て
、
落
と
し
穴
に
イ
ノ
シ

シ
が
掛
か
る
よ
う
に
追
い
込
み
ま
す
。

イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
に
つ
い
て
は
、
古

代
、
中
世
の
資
料
に
は
ほ
と
ん
ど
具

体
的
な
記
載
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
幼
獣
（
２
歳
未
満
）
は
弓
矢

で
の
狩
猟
は
可
能
だ
っ
た
で
し
ょ
う

が
、
成
獣
に
い
た
っ
て
は
弓
矢
で
は

対
抗
で
き
ま
せ
ん
。
猟
犬
、
石
斧
、

棍
棒
な
ど
が
使
用
さ
れ
た
は
ず
で
す
。

弥
生
時
代
後
期
、
イ
ノ
シ
シ
に
変
わ

る
動
物
と
し
て
日
本
列
島
の
各
地
で

ブ
タ
が
飼
育
さ
れ
ま
す
。
輸
入
さ
れ

た
ブ
タ
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
縄
文
時
代
か
ら
伝
統
的
に
イ

ノ
シ
シ
の
栄
養
価
が
高
く
珍
重
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
16
世

紀
、
鉄
砲
が
日
本
に
伝
来
し
て
か
ら

イ
ノ
シ
シ
の
狩
猟
法
が
確
立
さ
れ
て

き
ま
す
。

　
古
代
の
「
狩
り
」
と
言
え
ば
シ
カ

猟
を
さ
し
て
い
ま
し
た
。
弥
生
時
代
、

シ
カ
は
土
地
の
精
霊
と
し
て
あ
が
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
古
墳
時
代
に

な
る
と
シ
カ
へ
の
認
識
が
変
わ
り
、

狩
猟
の
対
象
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

の
土
地
の
シ
カ
を
狩
る
こ
と
は
、
土

地
の
領
有
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
っ

た
わ
け
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
夏
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
伝

統
的
な
シ
カ
の
狩
猟
法
が
あ
り
ま
し

た
。
「
照
ら
し
」
と
い
っ
て
、
夜
、

山
森
の
中
で
松
明
を
焚
き
、
明
か
り

に
誘
わ
れ
る
習
性
が
あ
る
シ
カ
を
お

び
き
よ
せ
る
猟
で
す
。
明
か
り
に
反

射
す
る
獣
の
目
を
み
て
シ
カ
か
他
の

獣
か
判
別
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

ほ
か
に
「
犬
や
ま
、
犬
が
け
猟
」（
犬

を
山
野
に
放
ち
獣
を
追
い
込
む
猟
）

「
お
し
猟
」
（
重
石
で
圧
迫
死
さ
せ

る
）
「
シ
カ
笛
猟
」
（
牝
シ
カ
の
鳴

き
ま
ね
を
使
っ
て
牡
シ
カ
を
お
び
き

寄
せ
る
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
武
家

が
好
ん
だ
狩
猟
に
巻
狩
が
あ
り
ま
す
。

大
勢
の
勢
子
と
犬
を
使
い
、
山
野
か

ら
獣
を
猟
場
に
追
い
出
し
、
狩
を
す

る
方
法
で
す
。
有
名
な
も
の
と
し
て

源
頼
朝
、
徳
川
家
康
の
「
富
士
の
巻

狩
」
が
あ
り
ま
す
。
対
馬
で
も
15
世

紀
後
半
、
朝
鮮
人
高
官
を
接
待
す
る

た
め
巻
狩
を
行
っ
て
い
ま
す
が
収
穫

は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
な
お
、
現

代
の
狩
猟
法
で
は
前
に
記
し
た
狩
猟

は
す
べ
て
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
古
今
和
歌
集
に
記
載
さ
れ
て
い
る

「
奥
山
に
　
紅
葉
ふ
み
わ
け
　
鳴
く

鹿
の
　
こ
え
き
く
時
ぞ
　
秋
は
か
な

し
き
」
は
「
お
し
猟
」
に
掛
か
っ
た

シ
カ
の
苦
痛
の
声
だ
と
も
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

つしま図書館情報�つしま図書館情報� つしま図書館　☎0920（52）3900

�

いじめ、不登校、うつ病・・・。思春期の問題行
動や心の病には、「自尊心」の低さがひそんで
いる。対人関係療法の日本における第一人者
である精神科医が、「自尊心」と「コミュニケ
ーション力」の高い子どもの育て方を教える。

カナダからの留学生（でも英語が苦手）を受
け入れた、とある高校での数カ月。描かれる
のは至ってフツウの学園生活のはずなのに、
何かがヘン・・・。物語という概念を覆す、「主
人公のいない」青春小説。『群像』掲載を単行
本化。

家族や友人とのお茶の時間や、手土産、贈りも
のにぴったりな、お取り寄せできるお菓子と
飲みものを紹介。お店のデータや注文方法も
掲載。『雑貨カタログ』連載を書籍化。

思わずわらってしまうゆかいなおはなし、よ
むとやさしいきもちになれるおはなし、ハラ
ハラドキドキするぼうけんのおはなし、読む
とちょっぴりためになるおはなしなど、おや
すみ前に読んであげたらいかがでしょうか？

『私のいない高校』�
青木　淳悟／著�

　佐川　芳枝／著�

『10代の子をもつ親が知っておきたいこと』�
水島　広子／著� 甲斐　みのり／著�

『かわいいお取り寄せ』�

ダンスにかくされた友情のものがたり。瑠衣ち
ゃんは小学校４年生。お父さんのもとにある女
性が人形制作を頼みに来たことで、運動会で踊
るダンス「ハッピィ・フレンズ」の意外なひみつ
を知ることに。

『ハッピィ・フレンズ』�

おにいちゃんのたいせつなたからものだった
ぬいぐるみネコのイエロナ。おにいちゃんの王
さまライオンとしていつもずーっといっしょ
だったのに、このごろちっともあそんでもらえ
ない。ぼくはここだよ…。フィンランド2011ル
ドルフ・コイブ賞受賞絵本。

『ぼくって王さま』�
アンネ・ヴァスコ／著� 西東社／編�

『おやすみまえのお話366』�
児
童
書�

今月のおすすめ新着本�

一
般
書�
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つしま図書館の日�

 9   10  11  12  13  14  15�
16  17  18  19  20  21  22�
23　24　25  26  27  28  29�
30　31  

イ
ノ
シ
シ
と
シ
カ
猟�

◆つしま図書館の日がやってきます！  �
　毎年10月の第3土曜日は、「つしま図書館の日」です。�
　今年の開催は10月15日（土）13：00～15：00。�
　DVDの映写会、読み聞かせなど盛りだくさんの企画で�
　お待ちしています。どうぞお楽しみに!!  

た
い
　ま
つ

せ
　
こ



朝鮮通信使コーナー�

【問い合わせ】 観光物産推進本部　☎0920（53）6111

　
六
代
将
軍
家
宣
と
新
井
白
石

　
六
代
将
軍
家
宣
と
新
井
白
石

　
宝
永
六
年
（
一
七
○
九
）
、
元
甲
府
藩
主
の
家
宣
が
新

　
宝
永
六
年
（
一
七
○
九
）
、
元
甲
府
藩
主
の
家
宣
が
新

将
軍
に
襲
職
す
る
と
幕
府
は
す
か
さ
ず
、
対
馬
藩
に
「
朝

将
軍
に
襲
職
す
る
と
幕
府
は
す
か
さ
ず
、
対
馬
藩
に
「
朝

鮮
通
信
使
来
々
年
来
聘
」
交
渉
の
指
示
を
出
し
ま
し
た

鮮
通
信
使
来
々
年
来
聘
」
交
渉
の
指
示
を
出
し
ま
し
た
。

朝
鮮
府
も
こ
の
要
請
に
「
前
例
通
り
儀
礼
の
交
換
」
と

朝
鮮
府
も
こ
の
要
請
に
「
前
例
通
り
儀
礼
の
交
換
」
と
、

異
論
も
な
く
応
じ
ま
し
た

異
論
も
な
く
応
じ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
今
次
の
来
聘
は
、
両
国
が
数
々
の
難
題
を
乗

　
と
こ
ろ
が
今
次
の
来
聘
は
、
両
国
が
数
々
の
難
題
を
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
悩
の
来
聘
と
な
り
ま
し
た

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
悩
の
来
聘
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
家
宣
の
補
佐
役
で
あ
る
新
井
白
石
の
独
断
的
な
改

そ
れ
は
家
宣
の
補
佐
役
で
あ
る
新
井
白
石
の
独
断
的
な
改

革
の
強
制
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す

革
の
強
制
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　
釜
山
に
届
い
た
国
書
問
題

　
釜
山
に
届
い
た
国
書
問
題

　
六
月
六
日
釜
山
に
到
着
し
こ
こ
で
風
待
ち
を
し
て
い
る

　
六
月
六
日
釜
山
に
到
着
し
こ
こ
で
風
待
ち
を
し
て
い
る

通
信
使
一
行
に
、
対
馬
藩
か
ら
驚
天
動
地
の
通
知
が
届
け

通
信
使
一
行
に
、
対
馬
藩
か
ら
驚
天
動
地
の
通
知
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
朝
鮮
国
書
は
、
宛
名
を
「

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
朝
鮮
国
書
は
、
宛
名
を
「
日
本
国

日
本
国

王
」
王
」と
す
る
よ
う
に
と
い
う
の
で
す
。

と
す
る
よ
う
に
と
い
う
の
で
す
。「
日
本
国
王
」
号
は

日
本
国
王
」
号
は

以
前
使
用
さ
れ
た
例
は
あ
り
ま
し
た
が
、
柳
川
事
件
後
寛

以
前
使
用
さ
れ
た
例
は
あ
り
ま
し
た
が
、
柳
川
事
件
後
寛

永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
の
通
信
使
か
ら

永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
の
通
信
使
か
ら「
日
本
国
大
君

日
本
国
大
君
」

の
呼
称
が
定
着
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
で

の
呼
称
が
定
着
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
で

す
。
白
石
の
詭
弁
と
も
取
れ
る
「
国
王
」
号
理
論
に
対
し

す
。
白
石
の
詭
弁
と
も
取
れ
る
「
国
王
」
号
理
論
に
対
し
、

雨
森
芳
洲
は
江
戸
に
書
状
を
送
り
強
く
反
論
し
ま
し
た

雨
森
芳
洲
は
江
戸
に
書
状
を
送
り
強
く
反
論
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
白
石
の
発
案
は
そ
の
ま
ま
通
さ
れ
た
の
で
す

し
か
し
、
白
石
の
発
案
は
そ
の
ま
ま
通
さ
れ
た
の
で
す
。

　「
使
行
は
前
例
の
通
り

使
行
は
前
例
の
通
り
」、
と
思
っ
て
い
た
朝
鮮
王
府
で

、
と
思
っ
て
い
た
朝
鮮
王
府
で

は
、
大
論
争
が
起
き
ま
し
た
。
が
、
粛
宗
王
の
決
断
に
よ

は
、
大
論
争
が
起
き
ま
し
た
。
が
、
粛
宗
王
の
決
断
に
よ

り
改
作
さ
れ
、
釜
山
で
待
機
す
る
一
行
の
元
に
届
け
ら
れ

り
改
作
さ
れ
、
釜
山
で
待
機
す
る
一
行
の
元
に
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
て
急
遽
書
き
替
え
ら
れ
た

ま
し
た
。
こ
う
し
て
急
遽
書
き
替
え
ら
れ
た「
日
本
国
王
」

「
日
本
国
王
」

宛
国
書
を
携
え
て
五
百
名

宛
国
書
を
携
え
て
五
百
名（「
東
槎
日
記

東
槎
日
記
」副
使
任
守
幹
著

副
使
任
守
幹
著
）

の
信
使
一
行
は
、
七
月
五
日
佐
須
奈
に
着
い
た
後
、
府
中

の
信
使
一
行
は
、
七
月
五
日
佐
須
奈
に
着
い
た
後
、
府
中

を
経
て
江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。
護
行
す
る
対
馬
藩
士
の

を
経
て
江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。
護
行
す
る
対
馬
藩
士
の

中
に
は
、
雨
森
芳
洲
・
松
浦
霞
沼
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た

中
に
は
、
雨
森
芳
洲
・
松
浦
霞
沼
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
白
石
の
改
革

　
白
石
の
改
革

　
将
軍
家
宣
の
絶
対
的
な
補
佐
役
と
し
て
登
場
し
た
新
井

　
将
軍
家
宣
の
絶
対
的
な
補
佐
役
と
し
て
登
場
し
た
新
井

白
石
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
来
聘
儀
式
に
つ
い
て
、
様
々
な

白
石
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
来
聘
儀
式
に
つ
い
て
、
様
々
な

改
革
を
断
行
し
ま
し
た
。
そ
の
根
本
の
原
理
は
「
和
平
・

改
革
を
断
行
し
ま
し
た
。
そ
の
根
本
の
原
理
は
「
和
平
・

簡
素
・
対
等
」
で
し
た
。
白
石
は
「
国
王
」
号
の
復
旧
の

簡
素
・
対
等
」
で
し
た
。
白
石
は
「
国
王
」
号
の
復
旧
の

他
「
途
中
饗
宴
の
回
数
の
減
少
」
等
に
つ
い
て
、
改
革
を

他
「
途
中
饗
宴
の
回
数
の
減
少
」
等
に
つ
い
て
、
改
革
を

断
行
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
白
石
は
今
次
聘
礼
終
了
後

断
行
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
白
石
は
今
次
聘
礼
終
了
後
、

通
信
使
経
費
を
さ
ら
に
倹
約
・
簡
素
す
る
た
め
聘
礼
は
両

通
信
使
経
費
を
さ
ら
に
倹
約
・
簡
素
す
る
た
め
聘
礼
は
両

国
中
間
の
対
馬
で
行
う
と
よ
い
と
提
案
し
て
い
ま
す

国
中
間
の
対
馬
で
行
う
と
よ
い
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
で
起
き
た
難
題

　
江
戸
で
起
き
た
難
題�

　
十
一
月
一
日
、
朝
鮮
国
書
が
家
宣
に
渡
さ
れ
ま
し
た

　
十
一
月
一
日
、
朝
鮮
国
書
が
家
宣
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
後
日
、
難
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
日
本
の
返

と
こ
ろ
が
、
後
日
、
難
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
日
本
の
返

翰
国
書
の
中
に
先
代
王
の
諱
（
生
前
の
名
前
の
文
字
）
の

翰
国
書
の
中
に
先
代
王
の
諱
（
生
前
の
名
前
の
文
字
）
の

文
字
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
他
に
文
書
に
許
容
で
き
な

文
字
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
他
に
文
書
に
許
容
で
き
な

い
形
式
が
採
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
正
使
の
趙
泰
億

い
形
式
が
採
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
正
使
の
趙
泰
億

ら
は
激
し
く
抗
議
、
執
拗
な
抵
抗
を
し
、
日
本
国
書
の
返

ら
は
激
し
く
抗
議
、
執
拗
な
抵
抗
を
し
、
日
本
国
書
の
返

翰
受
け
取
り
は
拒
否
し
ま
し
た

翰
受
け
取
り
は
拒
否
し
ま
し
た
。

　
や
む
な
く
芳
洲
は
信
使
の
館
舎
（
東
本
願
寺
）
を
訪
れ

　
や
む
な
く
芳
洲
は
信
使
の
館
舎
（
東
本
願
寺
）
を
訪
れ
、

朝
鮮
国
書
も
三
代
将
軍
家
光
に
つ
い
て
諱
を
犯
し
て
い
る

朝
鮮
国
書
も
三
代
将
軍
家
光
に
つ
い
て
諱
を
犯
し
て
い
る

こ
と
等
を
伝
え
ま
し
た
。
し
か
し
朝
鮮
使
は

こ
と
等
を
伝
え
ま
し
た
。
し
か
し
朝
鮮
使
は
、「
解
決
せ
ざ

解
決
せ
ざ

れ
ば
帰
国
の
理
な
し

れ
ば
帰
国
の
理
な
し
」、と
強
硬
な
姿
勢
を
見
せ
た
の
で
す

と
強
硬
な
姿
勢
を
見
せ
た
の
で
す
。

　
両
国
の
主
張
は
平
行
線
を
辿
り
、
事
態
解
決
は
難
航
し

　
両
国
の
主
張
は
平
行
線
を
辿
り
、
事
態
解
決
は
難
航
し

ま
し
た
。
信
使
た
ち
が
江
戸
を
発
つ
予
定
の
日
は
既
に
過

ま
し
た
。
信
使
た
ち
が
江
戸
を
発
つ
予
定
の
日
は
既
に
過

ぎ
て
い
ま
し
た
。
や
む
な
く
三
使
は
協
議
し
犯
諱
の
日
本

ぎ
て
い
ま
し
た
。
や
む
な
く
三
使
は
協
議
し
犯
諱
の
日
本

国
書
は
返
却
し
、
朝
鮮
国
書
を
改
作
し
て
送
ら
せ
、
日
本

国
書
は
返
却
し
、
朝
鮮
国
書
を
改
作
し
て
送
ら
せ
、
日
本

も
改
書
し
て
両
書
を
帰
国
途
次
に
交
換
す
る
、
と
い
う
こ

も
改
書
し
て
両
書
を
帰
国
途
次
に
交
換
す
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
三
使
は
登
城
し
て
両
国
国
書
が
引
き

と
に
な
り
ま
し
た
。
三
使
は
登
城
し
て
両
国
国
書
が
引
き

替
え
ら
れ
、
再
び
の
国
書
交
換
は
対
馬
で
と
い
う
こ
と
に

替
え
ら
れ
、
再
び
の
国
書
交
換
は
対
馬
で
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
事
の
顛
末
は
趙
泰
億
に
よ
っ
て
王
府
に
報

な
り
ま
し
た
。
事
の
顛
末
は
趙
泰
億
に
よ
っ
て
王
府
に
報

告
さ
れ
ま
し
た

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
対
馬
で
異
例
の
国
書
交
換

　
対
馬
で
異
例
の
国
書
交
換

　
十
一
月
十
九
日
、
返
却
さ
れ
た
国
書
を
携
え
て
信
使
一

　
十
一
月
十
九
日
、
返
却
さ
れ
た
国
書
を
携
え
て
信
使
一

行
は
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。
将
軍
家
宣
の
返
翰
国
書
は
携

行
は
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。
将
軍
家
宣
の
返
翰
国
書
は
携

行
し
な
い
異
例
の
帰
行
で
し
た
。
一
行
が
対
馬
府
中
に
着

行
し
な
い
異
例
の
帰
行
で
し
た
。
一
行
が
対
馬
府
中
に
着

い
た
の
は
、
二
月
九
日
で
し
た

い
た
の
は
、
二
月
九
日
で
し
た
。

　
江
戸
か
ら
の
緊
急
の
報
告
を
受
け
、
朝
鮮
王
府
で
反
対

　
江
戸
か
ら
の
緊
急
の
報
告
を
受
け
、
朝
鮮
王
府
で
反
対

論
も
あ
り
ま
し
た
が
王
の
裁
定
で
改
書
さ
れ
る
こ
と
に
な

論
も
あ
り
ま
し
た
が
王
の
裁
定
で
改
書
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
改
書
さ
れ
た
国
書
は
、
一
月
二
十
四
日
府
中

り
ま
し
た
。
改
書
さ
れ
た
国
書
は
、
一
月
二
十
四
日
府
中

に
着
き
信
使
一
行
が
到
着
す
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た

に
着
き
信
使
一
行
が
到
着
す
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
二
月
十
二
日
、
桟
原
の
屋
形
で
藩
主
義
方
に
渡
さ

そ
し
て
二
月
十
二
日
、
桟
原
の
屋
形
で
藩
主
義
方
に
渡
さ

れ
ま
し
た
。
次
い
で
そ
の
日
の
夕
方
以
酊
庵
で
、
改
書
さ

れ
ま
し
た
。
次
い
で
そ
の
日
の
夕
方
以
酊
庵
で
、
改
書
さ

れ
た
日
本
国
書
が
信
使
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
前
後

れ
た
日
本
国
書
が
信
使
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
前
後

に
例
を
見
な
い
特
異
な
国
書
の
交
換
で
し
た

に
例
を
見
な
い
特
異
な
国
書
の
交
換
で
し
た

　
下
さ
れ
た
懲
罰

　
下
さ
れ
た
懲
罰
　

　
艱
難
の
国
書
交
換
を
果
し
た
趙
泰
億
ら
三
使
た
ち
で
す

　
艱
難
の
国
書
交
換
を
果
し
た
趙
泰
億
ら
三
使
た
ち
で
す

が
、
西
山
寺
で
、
「
国
家
の
体
面
、
重
責
を
堅
く
守
っ
て

が
、
西
山
寺
で
、
「
国
家
の
体
面
、
重
責
を
堅
く
守
っ
て

不
動
の
姿
勢
を
と
ら
ず
、
幕
府
よ
り
促
さ
れ
て
江
戸
を
離

不
動
の
姿
勢
を
と
ら
ず
、
幕
府
よ
り
促
さ
れ
て
江
戸
を
離

れ
、
国
書
授
受
と
い
う
本
来
の
使
命
を
果
さ
な
か
っ
た
こ

れ
、
国
書
授
受
と
い
う
本
来
の
使
命
を
果
さ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
失
職
・
重
罪
に
値
す
る
」
（
「
東
槎
日
記
」
）

と
は
、
失
職
・
重
罪
に
値
す
る
」
（
「
東
槎
日
記
」
）
、

と
い
う
王
府
の
通
知
を
受
け
帰
京
後
そ
の
罪
を
受
け
ま
し

と
い
う
王
府
の
通
知
を
受
け
帰
京
後
そ
の
罪
を
受
け
ま
し

た
。
悲
運
の
正
徳
通
信
使
た
ち
で
し
た

た
。
悲
運
の
正
徳
通
信
使
た
ち
で
し
た
。

　
芳
洲
・
白
石
・
泰
億

　
芳
洲
・
白
石
・
泰
億�

　
独
善
的
と
も
思
え
る
白
石
の
改
革
に
振
り
回
さ
れ
た
感

　
独
善
的
と
も
思
え
る
白
石
の
改
革
に
振
り
回
さ
れ
た
感

の
あ
る
正
徳
通
信
使
で
し
た
が

の
あ
る
正
徳
通
信
使
で
し
た
が
、白
石
は
、

白
石
は
、実
は
豊
か
な
感

実
は
豊
か
な
感

性
の
持
ち
主
で
国
際
性
に
富
み
、

性
の
持
ち
主
で
国
際
性
に
富
み
、広
い
識
見
が
あ
り
ま
し
た

広
い
識
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
高
い
学
殖
は
朝
鮮
で
も
知
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
で
す

そ
の
高
い
学
殖
は
朝
鮮
で
も
知
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。

　
江
戸
の
館
所
で
泰
億
と
白
石
が
筆
談
を
し
て
い
る
と

　
江
戸
の
館
所
で
泰
億
と
白
石
が
筆
談
を
し
て
い
る
と
、

そ
こ
に
芳
洲
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
芳
洲
が
話
題

そ
こ
に
芳
洲
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
芳
洲
が
話
題

と
な
り

と
な
り
、「
東
槎
日
記
」

「
東
槎
日
記
」に
よ
る
と
、

に
よ
る
と
、居
合
わ
せ
た
制
述
官
と

居
合
わ
せ
た
制
述
官
と

も
に
芳
洲
の
優
れ
た
人
間
性
を
認
め
て
い
ま
す

も
に
芳
洲
の
優
れ
た
人
間
性
を
認
め
て
い
ま
す
。「
折
り
た

折
り
た

く
柴
の
記

く
柴
の
記
」で
は
で
は
、「
対
馬
国
に
あ
り
つ
る
な
ま
学
匠
等
が

対
馬
国
に
あ
り
つ
る
な
ま
学
匠
等
が
、

知
り
た
る
に
も
及
ば
で
、
と
あ
り
か
ゝ
る
と
い
う
事
に
よ

知
り
た
る
に
も
及
ば
で
、
と
あ
り
か
ゝ
る
と
い
う
事
に
よ

り
て
」

り
て
」
と
、「
王
号
」

「
王
号
」論
を
巡
っ
て
強
く
反
駁
し
た
芳
洲
を

論
を
巡
っ
て
強
く
反
駁
し
た
芳
洲
を

激
し
く
排
撃
し
た
白
石
で
す
が
、
芳
洲
の
実
像
は
見
て
い

激
し
く
排
撃
し
た
白
石
で
す
が
、
芳
洲
の
実
像
は
見
て
い

た
の
で
す

た
の
で
す
。

（
さ
い
と
う
ひ
ろ
ゆ
き

（
さ
い
と
う
ひ
ろ
ゆ
き

対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

『
第
八
回
・
正
徳
元
年（
一
七
一
一
）通
信
使
』�

斎
藤
弘
征�

朝
鮮
通
信
使
の
来
日
（
8
）�

2011. 9 16

い
え
い
え
の
ぶ
の
ぶ

あ
ら
あ
ら

い

は
く
は
く
せ
き
せ
き

ど
く
ど
く
だ
ん
だ
ん
て
き
て
き

き
ょ
う
て
ん

き
ょ
う
て
ん
ど
う
ど
う

ち

こ

し
ょ
う

し
ょ
う

せ
い
せ
い
て
ん
て
ん

き
ょ
う
え
ん

き
ょ
う
え
ん

へ
ん
へ
ん

へ
ん
へ
ん

か
ん
か
ん

か
ん
か
ん

い
み
な

い
み
な

と

し
つ
し
つ
よ
う
よ
う

さ
い
さ
い
て
い
て
い

よ
し
よ
し
み
ち
み
ち

い
　
い
　
て
い
て
い
あ
ん
あ
ん

ち
ょ
う
ば
つ

ち
ょ
う
ば
つ

か
ん
か
ん
な
ん
な
ん

が
く
し
ょ
く

が
く
し
ょ
く

が
く
し
ょ
う

が
く
し
ょ
う

め
ぐ
め
ぐ

き
ょ
う
こ
う

き
ょ
う
こ
う

た
ど
た
ど

は
ん
は
ん

き

て
ん
て
ん
ま
つ
ま
つ

チ
ョ
チ
ョ

テ

オ
ク
オ
ク

へ
き
へ
き
れ
き
れ
き

き

べ
ん
べ
ん

ス
ク
ジ
ョ
ン

ス
ク
ジ
ョ
ン

き
ゅ
う
き
ょ

き
ゅ
う
き
ょ

か
し
ょ
う

し
ょ
う

た
ず
さ

た
ず
さ

と
う
と
う

さ

イ
ム
イ
ム

ス

ガ
ン
ガ
ン

は
ん
は
ん
ば
く
ば
く

は
い
は
い
げ
き
げ
き

　
六
代
将
軍
家
宣
と
新
井
白
石

　
宝
永
六
年
（
一
七
○
九
）
、
元
甲
府
藩
主
の
家
宣
が
新

将
軍
に
襲
職
す
る
と
幕
府
は
す
か
さ
ず
、
対
馬
藩
に
「
朝

鮮
通
信
使
来
々
年
来
聘
」
交
渉
の
指
示
を
出
し
ま
し
た
。

朝
鮮
府
も
こ
の
要
請
に
「
前
例
通
り
儀
礼
の
交
換
」
と
、

異
論
も
な
く
応
じ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
今
次
の
来
聘
は
、
両
国
が
数
々
の
難
題
を
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
悩
の
来
聘
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
家
宣
の
補
佐
役
で
あ
る
新
井
白
石
の
独
断
的
な
改

革
の
強
制
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

　
釜
山
に
届
い
た
国
書
問
題

　
六
月
六
日
釜
山
に
到
着
し
こ
こ
で
風
待
ち
を
し
て
い
る

通
信
使
一
行
に
、
対
馬
藩
か
ら
驚
天
動
地
の
通
知
が
届
け

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
の
朝
鮮
国
書
は
、
宛
名
を
「
日
本
国

王
」と
す
る
よ
う
に
と
い
う
の
で
す
。「
日
本
国
王
」
号
は

以
前
使
用
さ
れ
た
例
は
あ
り
ま
し
た
が
、
柳
川
事
件
後
寛

永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
の
通
信
使
か
ら「
日
本
国
大
君
」

の
呼
称
が
定
着
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
青
天
の
霹
靂
で

す
。
白
石
の
詭
弁
と
も
取
れ
る
「
国
王
」
号
理
論
に
対
し
、

雨
森
芳
洲
は
江
戸
に
書
状
を
送
り
強
く
反
論
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
白
石
の
発
案
は
そ
の
ま
ま
通
さ
れ
た
の
で
す
。

　「
使
行
は
前
例
の
通
り
」、
と
思
っ
て
い
た
朝
鮮
王
府
で

は
、
大
論
争
が
起
き
ま
し
た
。
が
、
粛
宗
王
の
決
断
に
よ

り
改
作
さ
れ
、
釜
山
で
待
機
す
る
一
行
の
元
に
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
て
急
遽
書
き
替
え
ら
れ
た「
日
本
国
王
」

宛
国
書
を
携
え
て
五
百
名（「
東
槎
日
記
」副
使
任
守
幹
著
）

の
信
使
一
行
は
、
七
月
五
日
佐
須
奈
に
着
い
た
後
、
府
中

を
経
て
江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。
護
行
す
る
対
馬
藩
士
の

中
に
は
、
雨
森
芳
洲
・
松
浦
霞
沼
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
白
石
の
改
革

　
将
軍
家
宣
の
絶
対
的
な
補
佐
役
と
し
て
登
場
し
た
新
井

白
石
は
、
朝
鮮
通
信
使
の
来
聘
儀
式
に
つ
い
て
、
様
々
な

改
革
を
断
行
し
ま
し
た
。
そ
の
根
本
の
原
理
は
「
和
平
・

簡
素
・
対
等
」
で
し
た
。
白
石
は
「
国
王
」
号
の
復
旧
の

他
「
途
中
饗
宴
の
回
数
の
減
少
」
等
に
つ
い
て
、
改
革
を

断
行
し
た
の
で
す
。
ま
た
、
白
石
は
今
次
聘
礼
終
了
後
、

通
信
使
経
費
を
さ
ら
に
倹
約
・
簡
素
す
る
た
め
聘
礼
は
両

国
中
間
の
対
馬
で
行
う
と
よ
い
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
で
起
き
た
難
題�

　
十
一
月
一
日
、
朝
鮮
国
書
が
家
宣
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
後
日
、
難
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
日
本
の
返

翰
国
書
の
中
に
先
代
王
の
諱
（
生
前
の
名
前
の
文
字
）
の

文
字
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。
他
に
文
書
に
許
容
で
き
な

い
形
式
が
採
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
正
使
の
趙
泰
億

ら
は
激
し
く
抗
議
、
執
拗
な
抵
抗
を
し
、
日
本
国
書
の
返

翰
受
け
取
り
は
拒
否
し
ま
し
た
。

　
や
む
な
く
芳
洲
は
信
使
の
館
舎
（
東
本
願
寺
）
を
訪
れ
、

朝
鮮
国
書
も
三
代
将
軍
家
光
に
つ
い
て
諱
を
犯
し
て
い
る

こ
と
等
を
伝
え
ま
し
た
。
し
か
し
朝
鮮
使
は
、「
解
決
せ
ざ

れ
ば
帰
国
の
理
な
し
」、と
強
硬
な
姿
勢
を
見
せ
た
の
で
す
。

　
両
国
の
主
張
は
平
行
線
を
辿
り
、
事
態
解
決
は
難
航
し

ま
し
た
。
信
使
た
ち
が
江
戸
を
発
つ
予
定
の
日
は
既
に
過

ぎ
て
い
ま
し
た
。
や
む
な
く
三
使
は
協
議
し
犯
諱
の
日
本

国
書
は
返
却
し
、
朝
鮮
国
書
を
改
作
し
て
送
ら
せ
、
日
本

も
改
書
し
て
両
書
を
帰
国
途
次
に
交
換
す
る
、
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
三
使
は
登
城
し
て
両
国
国
書
が
引
き

替
え
ら
れ
、
再
び
の
国
書
交
換
は
対
馬
で
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
事
の
顛
末
は
趙
泰
億
に
よ
っ
て
王
府
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　
対
馬
で
異
例
の
国
書
交
換

　
十
一
月
十
九
日
、
返
却
さ
れ
た
国
書
を
携
え
て
信
使
一

行
は
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。
将
軍
家
宣
の
返
翰
国
書
は
携

行
し
な
い
異
例
の
帰
行
で
し
た
。
一
行
が
対
馬
府
中
に
着

い
た
の
は
、
二
月
九
日
で
し
た
。

　
江
戸
か
ら
の
緊
急
の
報
告
を
受
け
、
朝
鮮
王
府
で
反
対

論
も
あ
り
ま
し
た
が
王
の
裁
定
で
改
書
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
改
書
さ
れ
た
国
書
は
、
一
月
二
十
四
日
府
中

に
着
き
信
使
一
行
が
到
着
す
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
二
月
十
二
日
、
桟
原
の
屋
形
で
藩
主
義
方
に
渡
さ

れ
ま
し
た
。
次
い
で
そ
の
日
の
夕
方
以
酊
庵
で
、
改
書
さ

れ
た
日
本
国
書
が
信
使
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
前
後

に
例
を
見
な
い
特
異
な
国
書
の
交
換
で
し
た

　
下
さ
れ
た
懲
罰
　

　
艱
難
の
国
書
交
換
を
果
し
た
趙
泰
億
ら
三
使
た
ち
で
す

が
、
西
山
寺
で
、
「
国
家
の
体
面
、
重
責
を
堅
く
守
っ
て

不
動
の
姿
勢
を
と
ら
ず
、
幕
府
よ
り
促
さ
れ
て
江
戸
を
離

れ
、
国
書
授
受
と
い
う
本
来
の
使
命
を
果
さ
な
か
っ
た
こ

と
は
、
失
職
・
重
罪
に
値
す
る
」
（
「
東
槎
日
記
」
）
、

と
い
う
王
府
の
通
知
を
受
け
帰
京
後
そ
の
罪
を
受
け
ま
し

た
。
悲
運
の
正
徳
通
信
使
た
ち
で
し
た
。

　
芳
洲
・
白
石
・
泰
億�

　
独
善
的
と
も
思
え
る
白
石
の
改
革
に
振
り
回
さ
れ
た
感

の
あ
る
正
徳
通
信
使
で
し
た
が
、白
石
は
、実
は
豊
か
な
感

性
の
持
ち
主
で
国
際
性
に
富
み
、広
い
識
見
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
高
い
学
殖
は
朝
鮮
で
も
知
ら
れ
て
い
た
ほ
ど
で
す
。

　
江
戸
の
館
所
で
泰
億
と
白
石
が
筆
談
を
し
て
い
る
と
、

そ
こ
に
芳
洲
が
入
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
芳
洲
が
話
題

と
な
り
、「
東
槎
日
記
」に
よ
る
と
、居
合
わ
せ
た
制
述
官
と

も
に
芳
洲
の
優
れ
た
人
間
性
を
認
め
て
い
ま
す
。「
折
り
た

く
柴
の
記
」で
は
、「
対
馬
国
に
あ
り
つ
る
な
ま
学
匠
等
が
、

知
り
た
る
に
も
及
ば
で
、
と
あ
り
か
ゝ
る
と
い
う
事
に
よ

り
て
」
と
、「
王
号
」論
を
巡
っ
て
強
く
反
駁
し
た
芳
洲
を

激
し
く
排
撃
し
た
白
石
で
す
が
、
芳
洲
の
実
像
は
見
て
い

た
の
で
す
。

（
さ
い
と
う
ひ
ろ
ゆ
き

対
馬
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

い
え
の
ぶ

あ
ら

い

は
く
せ
き

ど
く
だ
ん
て
き

き
ょ
う
て
ん
ど
う

ち

こ

し
ょ
う

せ
い
て
ん

き
ょ
う
え
ん

へ
ん

へ
ん

か
ん

か
ん

い
み
な

と

し
つ
よ
う

さ
い
て
い

よ
し
み
ち

い
　
て
い
あ
ん

ち
ょ
う
ば
つ

か
ん
な
ん

が
く
し
ょ
く

が
く
し
ょ
う

め
ぐ

き
ょ
う
こ
う

た
ど

は
ん

き

て
ん
ま
つ

チ
ョ

テ

オ
ク

へ
き
れ
き

き

べ
ん

ス
ク
ジ
ョ
ン

き
ゅ
う
き
ょ

か
し
ょ
う

た
ず
さ

と
う

さ

イ
ム

ス

ガ
ン

は
ん
ば
く

は
い
げ
き
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年
金
コ
ー
ナ
ー�

○
免
除
さ
れ
た
保
険
料�

　
を
追
納
す
る
と
、
満�

　
額
の
年
金
額
に
近
づ�

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す�

　　
国
民
年
金
の
保
険
料
免

除
期
間
に
は
、「
全
額
免
除
」

「
4
分
の
3
免
除
」「
半
額

免
除
」「
4
分
の
1
免
除
」

の
4
つ
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
免
除
の
期

間
は
、
老
齢
・
障
害
・
遺

族
の
各
基
礎
年
金
を
受
け

る
場
合
に
、
保
険
料
を
全

額
納
め
た
と
き
と
同
じ
権

利
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
し
か
し
、
保
険
料
免
除

期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
を
計
算
す
る
う

え
で
は
、
免
除
の
種
類
に

応
じ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
率
は
、
平
成
21
年
3

月
以
前
に
免
除
を
受
け
た

期
間
と
、
そ
れ
以
降
と
は
、

違
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
納
付
特
例

と
若
年
者
納
付
猶
予
に
よ

っ
て
全
額
免
除
さ
れ
た
期

間
は
、
資
格
期
間
に
は
反

映
さ
れ
て
も
、
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
な
い
カ
ラ
期
間
と
み

な
さ
れ
ま
す
。

�

　
10
年
以
内
に
追
納
を

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
保

険
料
免
除
期
間
や
納
付
を

猶
予
さ
れ
た
期
間
に
つ
い

て
は
、
経
済
的
に
ゆ
と
り

が
で
き
た
と
き
に
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を

追
納
し
て
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
に
近
づ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
追
納
で
き
る
期
間
の
順

序
は
、
先
に
経
過
し
た
月

か
ら
順
次
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
学
生
納

付
特
例
と
若
年
者
納
付
猶

予
に
よ
っ
て
全
額
免
除
さ

れ
た
期
間
は
、
先
に
追
納

す
る
こ
と
も
選
択
で
き
ま

す
。

　
追
納
す
る
保
険
料
額
は
、

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過

期
間
に
応
じ
て
決
め
ら
れ

た
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
21
年
度
、

及
び
平
成
22
年
度
中
の
免

除
期
間
に
つ
い
て
は
、
こ

の
加
算
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
保
険
料
を
追
納
す
る
た

め
の
納
付
書
の
発
行
に
は

申
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、

年
金
事
務
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
追
納
の

申
込
み
を
さ
れ
ま
す
と
、

通
知
書
と
納
付
書
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
の
で
納
付
書

に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限

ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

日
本
年
金
機
構

　
　
長
崎
北
年
金
事
務
所

☎
０
９
５
（
８
６
１
）

　
　
　
　
　
　
１
5
８
2

▼
長
崎
北
年
金
事
務
所
の

　
　
　
　
出
張
年
金
相
談

①
日
時
　
10
月
19
日（
水
）

　
時
間
　
14
時
〜
17
時

　
場
所
　
峰
地
区
公
民
館

　
　
　
（
峰
地
域
活
性
化

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
横
）

②
日
時
　
10
月
20
日（
木
）

　
時
間
　
９
時
〜
17
時

　
場
所
　
上
対
馬
総
合
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー

＊
10
月
か
ら
、
峰
地
区
で

も
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
8
月
か
ら
新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
着
任
し
ま
し
た
。
�

１
年
間
、管
内
の
小
中
学
生
の
英
語
指
導
を
行
い
ま
す
。
�

み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
�

○
生
年
月
日
：
1
9
8
5
年
2
月
1
日
生
ま
れ（
26
歳
）�

○
出
身
：
ア
メ
リ
カ
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州�

○
学
歴
：
ロ
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
卒
、　
ナ
ザ
レ
ス
大
学
院
卒�

○
担
当
学
校
：
鶏
鳴
小
学
校
・
今
里
小
学
校
・
大
船
越
小
学
校
・

美
津
島
北
部
小
学
校
・
乙
宮
小
学
校
・
塩
浦
小
学
校
・
今
里
中

学
校
・
大
船
越
中
学
校
・
浅
海
中
学
校�

○
趣
味
：
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、文
学�

○
好
き
な
俳
優
：
仲
代
達
矢
、マ
イ
ケ
ル 

ケ
イ
ン�

○
対
馬
の
印
象
：
対
馬
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
は
良
い
意
味
で
と

て
も
違
い
ま
す
。ど
こ
に
行
っ
て
も
と
て
も
キ
レ
イ
で
す
。�

○
ひ
と
こ
と
：
こ
ん
に
ち
は
、み
な
さ
ん
！
　
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

で
す
。私
は
こ
わ
く
見
え
る
け
ど
、優
し
い
の
で
心
配
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。�

　
私
を
見
か
け
た
ら
、「
Hi!�����������
」と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ネ
。�

○
生
年
月
日
：
1
9
8
9
年
4
月
19
日
生
ま
れ（
22
歳
）�

○
出
身
：
ア
メ
リ
カ
　
フ
ロ
リ
ダ
州�

○
学
歴
：
フ
ロ
リ
ダ
大
学
卒�

○
担
当
学
校
：
仁
田
小
学
校
・
佐
須
奈
小
学
校
・
佐
護
小
学
校
・

南
陽
小
学
校
・
比
田
勝
小
学
校
・
豊
小
学
校
・
仁
田
中
学
校
・
佐

須
奈
中
学
校
・
佐
護
中
学
校
・
比
田
勝
中
学
校�

○
趣
味
：
読
書
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル�

○
好
き
な
俳
優
：
ジ
ョ
ニ
ー 

デ
ッ
プ�

○
対
馬
の
印
象
：
対
馬
は
と
て
も
キ
レ
イ
で
、静
か
で
、興
味
深

い
所
だ
と
思
い
ま
す
。�

○
ひ
と
こ
と
：
日
本
は
す
ば
ら
し
い
国
で
す
。日
本
の
文
化
と

日
本
の
料
理
が
大
好
き
で
す
。対
馬
に
こ
れ
て
う
れ
し
い
で

す
。�

ス
ナ
イ
ダ
ー 
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン 

ロ
ス
さ
ん�

メ
リ
ッ
サ 

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン 

サ
ラ
さ
ん�

A
L
T（
英
語
指
導
助
手
）紹
介
�



����

■
日
時
　
10
月
16
日（
日
）　
10
時
か
ら�

■
場
所
　
目
保
呂
ダ
ム
馬
事
公
園�

■
内
容�

　
対
州
馬
レ
ー
ス
・
流
鏑
馬
・
乗
馬
体
験
・

　
農
林
水
産
物
の
即
売
会
な
ど�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
初
午
祭
実
行
委
員
会
事
務
局�

　
上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
支
援
課
内�

　
☎
０
９
２
０（
８
４
）２
３
１
１�

����

■
日
時�

　
10
月
16
日（
日
）　
９
時
30
分
〜
15
時�

■
場
所�

　
対
馬
駐
屯
地
・
対
馬
訓
練
場
及
び
厳
原
郵

　
便
局
前
か
ら
八
幡
宮
神
社
前�

■
内
容�

　
音
楽
演
奏
、
太
鼓
演
奏
、
格
闘
・
模
擬
戦

　
闘
訓
練
展
示
、
戦
車
・
戦
闘
車
両
体
験
試

　
乗
な
ど�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
陸
上
自
衛
隊
対
馬
駐
屯
地
広
報
班�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
７
９
１�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
１
６
）�

���

■
日
時�

　〈
学
科
〉　
10
月
28
日（
金
）　
９
時
〜
16
時�

　〈
実
技
〉　
10
月
29
日（
土
）　
９
時
〜
18
時�

■
場
所�

　〈
学
科
〉　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー�

　〈
実
技
〉　
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
つ
し
ま�

　
　
　
　
　
　
　
※
変
更
す
る
場
合
あ
り�

■
受
講
料
　
会
費
　
１
０
、
０
０
０
円�

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
・
消
費
税
含
む
）�

■
申
込
期
間
　
10
月
３
日（
月
）〜
21
日（
金
）�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　（
社
）長
崎
県
労
働
基
準
協
会
対
馬
支
部�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）１
４
１
７�
����

高
所
作
業
車
運
転
技
能
講
習�

■
期
日
　
11
月
21
日（
月
）〜
23
日（
水
）�

■
場
所�

　〈
学
科
〉　
対
馬
建
設
会
館
３
Ｆ�

　〈
実
技
〉　
対
馬
建
設
会
館
駐
車
場�

■
受
講
料
　
２
５
、
０
０
０
円�

■
テ
キ
ス
ト
代�

　〈
会
　
員
〉　
１
、
３
０
０
円�

　〈
会
員
外
〉　
１
、
８
０
０
円�

■
申
込
期
間
　
10
月
11
日（
火
）〜
31
日（
月
）�

車
両
系
建
設
機
械（
解
体
用
）運
転
技
能
講
習�

■
期
日
　
11
月
24
日（
木
）�

■
場
所�

　〈
学
科
〉　
対
馬
建
設
会
館
３
Ｆ
（
午
前
）�

　〈
実
技
〉　
対
馬
空
港
土
捨
て
場
（
午
後
）�

■
受
講
料
　
１
２
、
０
０
０
円�

■
テ
キ
ス
ト
代�

　〈
会
　
員
〉　
１
、
３
０
０
円�

　〈
会
員
外
〉　
１
、
８
０
０
円�

■
申
込
期
間
　
10
月
11
日（
火
）〜
31
日（
月
）�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会�

　
長
崎
県
支
部
　
対
馬
分
会�

　
　
（
長
崎
県
建
設
業
協
会
　
対
馬
支
部
）�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
３
７
４�

����

〜
看
護
職
の
再
就
業
及
び�

　
　
　
　
　
離
職
防
止
の
た
め
の
講
習
会
〜�

■
日
時
　
11
月
10
日（
木
）〜
11
日（
金
）�

　
　
　
　
９
時
〜
16
時�

■
場
所
　
長
崎
県
看
護
協
会
　
長
崎
会
館�

　
　
　
　
　
　
（
長
崎
市
魚
の
町
３
‐
28
）�

■
内
容�

　
看
護
の
動
向
、
看
護
倫
理
、
急
変
時
の
看

　
護
（
救
急
法
の
基
礎
知
識
・
実
技
）�

　
医
療
事
故
防
止
、
院
内
感
染
防
止
、
高
齢
者
の

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
移
動
・
移
乗
の
演
習
）�

■
病
院
実
習
（
各
地
区
実
習
病
院
）�

　
11
月
14
日（
月
）〜
16
日（
水
）�

　
８
時
30
分
〜
16
時
30
分�

■
申
込
締
切
　
10
月
26
日（
水
）�

■
対
象
者�

　
①
未
就
業
の
方（
全
日
程
参
加
で
き
る
方
）�

　
②
在
職
中
で
講
義
を
受
け
た
い
方（
講
義
・

　
　
演
習
の
２
日
間
参
加
で
き
る
方
）�

■
募
集
人
員
　
40
名�

■
受
講
料
　
無
料�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
長
崎
県
看
護
協
会
内�

　
　
　
　
　
　
長
崎
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー�

　
☎
０
９
５
７（
４
９
）８
０
６
０�

�������

■
日
時
　
10
月
30
日（
日
）�

■
場
所
　
峰
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク�

■
募
集
内
容
（
締
切
日
）�

　
○
出
店
　
　
　
　
　
10
月
７
日（
金
）ま
で�

　
○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
10
月
18
日（
火
）ま
で�

【
問
い
合
わ
せ
】（
申
込
先
）�

　
つ
し
ま
ん
な
か
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局�

　
峰
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
　
地
域
支
援
課
内�

　
☎
０
９
２
０（
８
３
）０
３
０
１�

▼
▼
▼
対
馬
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
、募
集
な
ど
の
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）�
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ロ
ー
ラ
ー
の
運
転
業
務
に�

　

関
わ
る
特
別
教
育
講
習
会�

看
護
力
再
開
発
・�

　
　
　
　

離
職
防
止
講
習
会�

対
馬
初
午
祭�

高
所
作
業
車
・
車
両
系
建
設
機
械�

（
解
体
用
）運
転
技
能
講
習
会�

イ
ベ
ン
ト
・
講
習
会�

「
花
火
」も
あ
が
る
よ
!!
�

つ
し
ま
ん
な
か
ま
つ
り�

募
　
　
集�

対
馬
駐
屯
地�

　
　
創
立
31
周
年
記
念
行
事�



�����

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
法
律
問
題
（
訴

訟
性
の
な
い
も
の
）
や
官
公
署
に
提
出
す
る

許
認
可
申
請
手
続
等
の
相
談
に
応
じ
、
代
理

人
と
し
て
あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。�

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

■
期
間
　
10
月
３
日（
月
）〜
10
月
７
日（
金
）�

■
場
所
　
各
行
政
書
士
事
務
所�

■
長
崎
県
行
政
書
士
会
対
馬
支
部
会
員�

　
阿
比
留
　
徳
（
厳
原
町
天
道
茂
）�

　
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）３
２
４
４�

　
石
倉
　
　
進
（
厳
原
町
久
田
）�

　
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）２
５
４
３�

　
黒
瀬
　
勝
弘
（
厳
原
町
天
道
茂
）�

　
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）３
０
８
５�

　
坂
西
　
史
也
（
厳
原
町
中
村
）�

　
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）１
２
３
３�

　
島
居
登
志
男
（
厳
原
町
久
田
道
）�

　
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
７
１
６�

　
築
城
　
憲
明
（
美
津
島
町

知
乙
）�

　
　
☎
０
９
２
０（
５
４
）３
７
０
９�

　
中
村
　
雅
彦
（
厳
原
町
今
屋
敷
）�

　
　
☎
０
９
２
０（
５
２
）２
５
２
７�

　
畑
島
　
茂
生
（
豊
玉
町
仁
位
）�

　
　
☎
０
９
２
０（
５
８
）８
１
７
７�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
対
馬
支
部
事
務
局
（
黒
瀬
）�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）３
０
８
５�

����

　
相
続
で
は
、
借
金
・
通
常
の
保
証
な
ど
マ

イ
ナ
ス
の
財
産
も
対
象
で
す
。
相
続
し
た
く�

な
い
場
合
、
家
庭
裁
判
所
で
の
相
続
放
棄
手

続
が
必
要
で
す
。�

■
相
続
放
棄
の
期
間
の
原
則�

　
自
己
の
た
め
に
相
続
の
開
始
が
あ
っ
た
こ

　
と
を
知
っ
た
時
か
ら
３
か
月
以
内�

■
手
続
方
法�

　
申
述
書
・
関
係
者
の
戸
籍
・
印
紙
・
切
手

　
等
を
家
庭
裁
判
所
に
提
出�

■
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
特
例�

　
11
月
30
日（
水
）ま
で�

　http://w
w
w
.courts.go.jp/about/�

　
　bousai/sinsai_souzoku_tokurei.htm

l�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
長
崎
家
庭
裁
判
所
　
厳
原
支
部�

　
☎
０
９
２
０（
５
２
）０
０
６
７�

　
長
崎
家
庭
裁
判
所
　
上
県
出
張
所�

　
☎
０
９
２
０（
８
４
）２
０
３
７�

　
記
入
用
紙
配
付
サ
イ
ト�

　http://www.courts.go.jp/saiban/�

　
　
　tetuzuki/syosiki/index_kazisinpan.htm

l�
����

　
働
く
方
と
会
社
の
間
の
紛
争
解
決
の
た
め

に
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。�

■
日
時�

　
10
月
22
日（
土
）・
29
日（
土
）�

　
９
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
受
付
時
間
）�

■
場
所�

　
○
長
崎
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
（
長
崎
市
桜
町
９
‐
６
）�

　
　
　
　
０
１
２
０（
７
８
３
）２
５
８�

　
○
佐
世
保
労
働
相
談
情
報
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
（
佐
世
保
市
木
場
田
町
３
‐
25
）�

　
　
　
　
０
１
２
０（
７
８
３
）３
６
９�

　
※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
携
帯
可
）�

■
費
用
　
相
談
・
あ
っ
せ
ん
と
も
無
料�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
長
崎
県
労
働
委
員
会
事
務
局�

　
☎
０
９
５（
８
２
２
）２
３
９
８�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ�

　h
ttp
://w
w
w
.p
ref.n

ag
asaki.jp

/�

　
　
　
　
　
　
　ro

u
d
o
u
-i/in
d
ex.h

tm

19 広報つしま

働
く
方
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
！�

お
し
ら
せ�

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会�

10
月
１
日
は「
法
の
日
」で
す�

ご
存
知
で
す
か
？
相
続
放
棄�

長崎県交通安全対策課�
☎095（895）2341

問い合わせ�

■日時　9月30日（金）�
　　　　9：00～15：00�
■場所　対馬市交流センター�
　　　　　（３Ｆ第４会議室）�

交 通 事 故 �
　巡 回 相 談 �

権藤悦教　☎0920（57）0775問い合わせ�

「にほんの里100選“豆酘”」にオペラが響く�
　「赤米神事」で有名な多久頭魂神社に、世界的オペラ歌手　崔　宗宝の�
スケール感溢れる伸びやかな甘い歌声が響きます。�

た   く   ず  だま� さい   そう ほう�

【崔　宗宝】�
北京生まれ。東京芸術大学大学院卒業。�
「にほんの里100選」各地で無料コンサートを�
開催。�

■日　時　10月18日（火）　13：00�
■場　所　多久頭魂神社（厳原町豆酘）�
■入場料　無料�
■主　催　豆酘地区区会　多久頭魂神社�
■協　力　崔宗宝音楽事務所�
■後　援　朝日新聞社　（財）森林文化協会�

さい   そう ほう�

みんな笑顔でむかえてほしい！�
日本の秋！オ～タムジャ～ンボ宝くじ～！�
みんな笑顔でむかえてほしい！�
日本の秋！オ～タムジャ～ンボ宝くじ～！�
みんな笑顔でむかえてほしい！�
日本の秋！オ～タムジャ～ンボ宝くじ～！�

9月26日（月）�
　～10月14日（金）�
10月21日（金）�

発売期間�

抽 選 日 �

財団法人全国市町村振興協会�
☎03（3237）9741

問い合わせ�

　この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、�
高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます。�

　１　等　…1億5,000万円×13本
前後賞各…5,000万円�
　２　等　…1,000万円×130本
　３　等　…100万円×1,300本

フ
リ
ー�

ダ
イ
ヤ
ル�

フ
リ
ー�

ダ
イ
ヤ
ル�
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Koho shocking

○
会
社
員
の
後
、
こ
の
よ
う
な
学
校

に
入
ら
れ
た
き
っ
か
け
は
？
�

　
い
ろ
い
ろ
夢
も
あ
っ
て
上
京
し
て
。

で
も
目
指
す
方
向
が
分
か
ら
な
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
交
通

事
故
。
バ
イ
ク
事
故
で
入
院
し
て
い

る
時
、
差
し
入
れ
て
も
ら
っ
た
ア
ウ

ト
ド
ア
の
雑
誌
に
ニ
コ
ル
氏
が
作
っ

た
学
校
の
こ
と
が
載
っ
て
い
て
。
学

校
設
立
か
ら
３
年
目
で
し
た
。
会
社

を
辞
め
て
、
貯
ま
っ
た
お
金
で
日
本

や
世
界
を
巡
っ
て
自
分
の
し
た
い
こ

と
を
探
そ
う
か
と
思
っ
て
い
た
時
だ

っ
た
ん
で
す
。
バ
イ
ク
で
回
ろ
う
と
。

で
も
事
故
で
バ
イ
ク
が
廃
車
に
な
っ

て（
笑
）。
ど
う
せ
お
金
を
使
う
な
ら

も
う
一
度
勉
強
し
な
お
す
の
も
い
い

な
ぁ
と
思
っ
て
。
貯
金
は
す
ぐ
底
を

尽
い
て
、
風
呂
も
な
い
よ
う
な
ア
パ

ー
ト
に
住
ん
で
ま
し
た
。
近
所
の
４

分
１
０
０
円
の
シ
ャ
ワ
ー
で
汗
を
流

し
、
浮
い
た
お
金
で
当
時
発
売
さ
れ

た
ば
か
り
の
発
泡
酒
を
飲
ん
で
。
貧

乏
な
り
に
楽
し
ん
で
ま
し
た
ね
。
�

○
対
馬
を
選
ん
だ
理
由
は
？
�

　
一
本
釣
り
で
生
計
を
た
て
ら
れ
る

漁
場
と
、
来
た
と
き
の
印
象
、
対
馬

の
生
態
系
。
魚
だ
け
で
な
く
鳥
や
植

物
も
好
き
な
の
で
。
実
は
妻
が
専
門

学
校
の
一
つ
下
で
、
卒
業
後
に
知
り

合
い
意
気
投
合
し
て
永
住
の
地
を
探

そ
う
と
。
二
人
で
四
国
や
五
島
も
訪

ね
て
み
た
の
で
す
が
、
妻
も
対
馬
が

良
い
と
気
に
入
っ
た
の
で
決
め
ま
し

た
。
経
済
的
な
豊
か
さ
や
利
便
性
な

ら
東
京
が
良
か
っ
た
で
す
が
、
そ
こ

に
は
な
い
も
の
が
対
馬
に
は
あ
る
と

思
い
ま
す
。
生
計
は
厳
し
い
面
も
あ

り
ま
す
が
、
豊
か
さ
の
指
標
を
ど
こ

に
置
く
か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
、
島
民
気
質

と
言
う
か
、
人
間
性
も
他
の
場
所
に

比
べ
る
と
気
に
入
っ
た
点
で
し
た
。
�

○
海
か
ら
の
視
点
で
対
馬
を
見
る
時

に
思
う
こ
と
は
？
�

　
資
源
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
機

運
は
盛
り
上
が
っ
て
き
て
は
い
ま
す

が
、
そ
の
成
果
が
見
え
る
の
に
は
も

う
少
し
時
間
が
か
か
る
し
、
そ
う
す

る
と
枯
渇
の
早
さ
に
追
い
つ
け
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
が
か
か
っ
て
い
る

わ
け
で
す
か
ら
、
難
し
い
問
題
で
す

よ
ね
。
で
も
暗
い
ほ
う
を
見
る
ば
か

り
じ
ゃ
な
く
明
る
い
ほ
う
を
見
て
い

か
な
く
ち
ゃ
。
固
定
観
念
に
と
ら
わ

れ
な
い
で
何
か
ア
イ
デ
ア
が
あ
る
ん

じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
漁
業

者
だ
け
で
な
く
、
業
種
を
越
え
た
人

や
モ
ノ
、
様
々
な
横
の
つ
な
が
り
が

で
き
た
ら
、
対
馬
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド

が
生
き
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
こ

の
島
に
し
か
な
い
も
の
、
こ
の
島
だ

か
ら
出
来
る
こ
と
が
何
か
あ
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
�

　
個
人
的
に
は
今
回
、
海
上
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
も
始
め
た
ん
で
す
。

対
馬
は
海
の
上
に
も
珍
し
い
鳥
が
た

く
さ
ん
い
る
ん
で
す
。
資
格
も
取
っ

た
の
で
、
そ
う
い
う
ツ
ア
ー
も
企
画

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
い
ろ
ん
な

角
度
か
ら
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
そ
れ
が

漁
業
者
と
消
費
者
を
つ
な
げ
る
パ
イ

プ
の
一
つ
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
か

ら
。
自
分
が
こ
こ
で
漁
師
に
な
っ
た

役
目
も
一
つ
は
そ
の
あ
た
り
に
あ
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。
�

○
今
の
仕
事
を
通
し
て
今
後
に
期
待

す
る
こ
と
は
？
�

　
先
人
達
が
海
か
ら
も
ら
っ
た
喜
び
・

感
覚
を
次
の
世
代
の
子
ど
も
達
に
も

味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
保
護
と
い
う
感
覚
で
は
な
く
、

自
分
達
が
喜
ん
で
接
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
上
で
経
済
活
動
に
も
利
用

で
き
る
自
然
環
境
を
次
の
世
代
に
残

す
手
伝
い
が
で
き
る
と
い
い
な
、
と
。

漁
業
を
し
な
が
ら
横
の
つ
な
が
り
の

中
で
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
が
で
き
た

ら
と
思
い
ま
す
。
�

�毎
回
、
登
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
に�

次
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
の�

コ
ー
ナ
ー
。 

次
回
は
豊
玉
町
糸
瀬�

在
住
の
阿
比
留
恭
二
さ
ん
で
す
。�

お
楽
し
み
に
。�

●プロフィール�
39歳。長崎県佐世保市（旧北松浦郡鹿町町）出身、現在上対馬町古里在住。高校卒業後上京し5年間働いた後、Ｃ・
Ｗ・ニコル氏が自然分野の人材養成を提唱して設立した東洋工学専門学校（現東京環境工科専門学校）に入学。在
学2年間で様々なフィールドワークを学ぶ。実習地屋久島で知り合った一本釣り漁師の考えに惹かれ、漁師になる
ことを決意。卒業後3年間山について学んだ後、一本釣り漁師として永住の地を探し、10年前対馬と出会う。1年間
の定置網漁を経験したのち一本釣り船で独立。愛船は「海子丸」。一番の親友でもある妻と２児の４人暮らし。�

ほ そ い い さ よ し

細井  尉佐義さんさん�

ほ そ い い さ よ し

細井  尉佐義さん�



福岡近郊で見つけた“対馬”
福岡事務所のスタッフが、福岡近郊で触れた対馬を�
紹介するコーナーです。�
�

つしまヂカラを支える力に！�
サポートショップはじめます。�

21 広報つしま

〒812-0011  福岡市博多区博多駅前2丁目12-26  福岡Dビル11F�
☎092（481）6411　℻092（292）8786

スタッフ　平山祝詞・阿比留忠明・古賀陽子�

　ブログ　　『対馬市福岡事務所レポート』　http://tsjfuk.exblog.jp/

　「どこに行けば対馬の物

が買えますか？」福岡で良

く尋ねられる質問です。九

州一円から食材があつまる

福岡ですが、対馬の物がな

んでも揃うという場所はま

だありません。それなら福

岡のいろんなお店に協力し

ていただこうということで、

「つしまヂカラサポートシ

ョップ」制度をはじめます。

これは対馬に縁のあるお店

を訪問、対馬の食材を使っ

ていただき「対馬の○○が

食べられる・買える」場所

を増やそうというものです。

小さなことかもしれませんが、

福岡の街全体に口コミで広

がればと考えています。�

　福岡で5店舗を展開する「ケーキハウス・アン」
の看板商品は「玄海潮ブッセ」。生地にもクリ
ームにも対馬の「浜御塩」が使われています。
開発時、岩塩など様々な塩を吟味し行きついた
のが「浜御塩」。対馬まで出かけて製造工程を
見たという程のこだわりが、年間20万個以上
も売り上げる人気のお菓子となりました。オー
ナーの松永さんとは対馬へ食材探しに出かける
旅行も計画中。今後も末永いおつきあいが出来
ればと願っています。�

スタッ
フ�

おすす
め!

塩にこだわった�
フワフワのブッセ�
塩にこだわった�
フワフワのブッセ�

問い合わせ　ケーキハウス・アン　香椎参道店�
　　　　　　福岡市東区香椎1-22-5-106号�
　　　　　　☎092（672）0308

ご協力いただくお店には看板を�
置かせていただきます。�
また、スタンプラリーも計画中。�

玄海潮ブッセ（1個）115円�

～山城と古墳が築かれた謎の７世紀～～山城と古墳が築かれた謎の７世紀～

〈シンポジウム〉入場無料�
　●日時　10月1日（土）　13：00～17：00�
　●場所　対馬市交流センター2Fイベントホール�

〈現地見学会〉参加費無料�
　●日時　10月2日（日）　8：15～14：20�
　●集合　対馬市交流センター�

　●申込期限　9月26日（月）�

教育委員会　文化財課　☎0920（54）2341

問い合わせ（申込先）�

Ａコース：金田城跡（一ノ城戸～三ノ城戸）�

Ｂコース：根曽古墳群→矢立山古墳群�

Ｃコース：浅茅湾周遊→根曽古墳群�

対馬市文化財シンポジウム�

〈パネル展〉入場無料�
　●日時　9月26日（月）～10月10日（月）�
　　　　　9：00～17：00�
　●場所　対馬市交流センター3F展示ホール�



222011. 9

市長の動き�市長の動き�〈８月〉

※太字は島外出張�
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）  
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）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

お
く
や
み�

安全運転で、事故のない対馬を�
目指しましょう!!

交通事故情報�
8月31日現在�
（平成23年中）�

区　分� 市全体�北署管内�南署管内�

本年�発
生
件
数� 昨年比�

本年�死
者
数� 昨年比�

本年�負
傷
者
数� 昨年比�

35�

0�

2�

0�

48�

3

4�

‐1�

0�

‐1�

5�

‐1

39�

‐1�

2�

‐1�

53�

2

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、届
出
の
際
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。�

一人で悩んでいませんか？�一人で悩んでいませんか？�一人で悩んでいませんか？�
　長崎県・対馬市・対馬市社会福祉協議会では、多重債務・失業・保育・介護など�
暮らしに関する悩みや、ストレスによるこころの悩み、または法律に関する相談�
会を開催しています。料金は全会場無料です。お気軽にご利用ください。�

※ありあけ会館（厳原町久田）では、火曜日～金曜日（9：00～17：00）上記相談日を�
　除いて開設しています。�

10月５日（水）�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

10：00～12：00 上対馬総合センター�

13：00～15：00 上県地区公民館�

10：00～12：00 峰地区公民館�

13：00～15：00 豊玉地区公民館�

10：00～12：00 美津島地域活性化センター別館�

12日（水）�

19日（水）�

問い合わせ�福祉事務所福祉課　☎0920（58）2294�
こころの相談所　　☎0920（52）8162

※相談を希望される方は、必ず事前（前日の16：00まで）に予約をお願いします。�

10月５日（水）�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

対馬市交流センター（厳原）�

13：00～16：00 対馬市総合福祉保健センター（美津島）�

峰町保健福祉センター�

19日（水）�

26日（水）�

問い合わせ�対馬市社会福祉協議会 地域福祉班　☎0920（58）1432

※相談は、弁護士・司法書士など専門家が対応します。�

日　程� 時　　間� 会　　　　　　場�

13：00～16：00 ハローワーク対馬�９月27日（火）�

問い合わせ�対馬保健所地域保健課　☎0920（52）0166
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略
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海洋温度差発電協議　　　　　（長崎）�
�
海上自衛隊補給艦「ましゅう」乗船�
ＡＬＴ着任挨拶�
�
厳原港まつり対馬アリラン祭（～７日）�
海上保安庁巡視船「ちくぜん」乗船�
�
海上自衛隊「とね」乗船�
�
アサヒビール「うまい！を明日へ！」�
記者発表�
�
補正予算査定�
�
県議会文教厚生委員会現地視察�
�
椎根地区盆踊り�
�
対馬市和牛部会総会�
�
新たな離島振興法の制定実現総決起大会�
　　　　　　　　　　　　　　（五島）�
�
おっどん祭り�
�
県美術館釜山市美術館交流協定書調印式�
　　　　　　　　　　　　　　（長崎）�
�
朝鮮通信使壁画引渡式�
�
県下都市農林主管部課長会議�
�
比田勝港湾整備計画促進協議会�
�
壱岐・対馬航路活性化協議会�
�
対馬ちんぐ音楽祭�
�
第109回長崎県市長会議　　（佐世保）�

３日

４日

６日

７日

９日

10日

11日

14日

17日

19日

20日

21日

22日

23日

25日

26日

27日

30日

健康
テレホンサービステレホンサービス
0120（555）203

24時間電話で健康を�
お届けします�

10 月のテーマ�

月�
火�

水�

木�

金�

膵臓炎�

膵臓腫瘍�

子どもの救急シリーズ②

腹　痛�

生理痛の治療（月経困難症）�

危険なホクロ�

土・日�

入れ歯の安定剤と洗浄剤の�
使い方�
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☎0920（52）1910

☆予約制となります。★内科医の紹介により診療予約となります。�

診療時間は9：00～12：00です（※急患の方のみ）�

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

8：30̃15：00

8：30̃11：00

8：30̃15：00

8：30̃15：00

8：30̃15：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00

8：30̃11：00

24

26

5・12・19・26

14

5・12・19

5・19

5・12・19・26

15

血　液　内　科�

☆ 神 経 内 科�

☆ 循 環 器 科�

脳 神 経 外 科�

★糖尿病外来�

皮　膚　科�

思 春 期 外 来�

（長崎医療センター）�

（森　正孝）�

（守崎勝悟）�

（長崎医療センター）�

（中対馬病院）�

（川上眞寿弘）�

（長崎県精神医療センター）�

（長崎医療センター）�

☎0920（86）4321
診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

☎0920（54）2024

※１．☆印の診療科は診療科（内科）よりの予約患者様のみの診療を行っ�
　　　ております。�
※２．透析診療については、月曜日～土曜日までの午前中に診療しますの�
　　　で、お問い合わせください。�

診 療 科 目 � 診 療 日 � 受付時間�

8：30̃11：00�

8：30̃10：30

8：30̃11：00

8：30̃11：00�
（紹介状制）�

8：30̃11：00

9：00～�

8：30̃11：00

5・12・19・26�

6・13・20・27

12

21

5・12・19・26

18

6�
7 ※予約のみ�

予約にて受け付けています�

耳 鼻 咽 喉 科�

泌　尿　器　科 �

眼　　　科�

☆ 神 経 内 科 �

内　視　鏡�

補 聴 器 外 来�

（福岡大学病院）�

（長崎大学病院）�

（いづはら病院）�

（九州大学病院）�

（市立大村市民病院）�

7：30̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃15：00�

8：00̃11：30�

7：30̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃11：30�

8：00̃10：00

5・19�

4・18�

13・27�

13・27�

12・26�

14・28�

14・28�

26�

4�

14

眼　　　　科�

耳　鼻　科�

皮　膚　科�

�

�

泌 尿 器 科�

整 形 外 科�

循 環 器 科 �

神 経 内 科 �

脳　外　科�

精　神　科�

日　程� 診　　療　　所　　名� 医師名�

日曜・休日救急医療�

※特別診療のうち、長崎大学、国立病院長崎医療センター応援につきましては、空路欠航等により診療を中止する事が�
　ありますので、事前に確認下さいますようお願いします。�

税務課  夜間窓口�
■9月の夜間窓口日程■�

窓口開設時間� 17：30～20：00まで�

場　所� 本 庁 税 務 課 �

※夜間窓口は、毎月末の1週間を予定しています。（ただし、各地域活性化センターでは2日間を予定） 
※9月30日は、市税・国保税４期の納期です。

期　間� 26（月）～30（金）�

各地域活性化センター�

29（木）、30（金）�

■問い合わせ■ 市民生活部税務課 ☎0920（53）6111

午後８時まで開いています。�午後８時まで開いています。�
「日中は仕事で納付にいけない方」や、「事情により納付が困難で、�
納税相談を受けたい方」など、ぜひ夜間窓口をご利用ください。

10/2（日）�

9（日）�

10（月）�

16（日）�

23（日）�

30（日）�

（厳　原）�

（三　根）�

（ 　知）�

（佐須奈）�

（厳　原）�

（厳　原）�

主藤久次�

塩見秀明�

畑島　陽�

豊田信寛�

吉田茂幸�

東島英孝�

すとう内科医院�

三 根 診 療 所 �

畑 島 医 院 �

佐 須 奈 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

東 島 医 院 �
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作 り 方 �

① 里芋は皮をむき、2mm程度の厚さに切る。�
② 猪肉も2mm程度のうす切りにする。�
③ モロッコ豆はさっと湯通しして、斜め切りする。�
④ 猪肉をフライパンで炒め、油をよく出す。�
⑤ ④の中に①を入れて歯ごたえがある程度に炒め、�
　 豆と豆板醤を入れよく炒める。�
⑥ 味噌、砂糖、みりんを入れてからめ、最後に�
　 しょう油をまわし入れ出来上がり。�

材料（４人分）�

里芋・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３００ｇ�

猪肉（脂身）・・・・・・・・・・・・・１００ｇ�

モロッコ豆・・・・・・・・・・・・・・・・・４本�

豆板醤・・・・・・・・・・・・・小さじ１／２�

味噌・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１�

砂糖・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１／２�

みりん・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１�

しょう油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々�

「里芋と猪肉の味噌炒め」�「里芋と猪肉の味噌炒め」�
峰町  杉原時子さん（主婦）考案�

対馬「地もん」を食べようコンクール　優秀賞�対馬「地もん」を食べようコンクール　優秀賞�

　今回のレシピのポイントは、里芋を

炒めすぎないこと、肉の脂でうまみを

出すことです。里芋のシャキ　　　　

シャキ感を是非味わってみて　　　　

ください。�

ポイン
ト�

・・・・・・20分�所要時間�

　　　　イノシシ肉は、良質の動物性タンパク質が豊富で、人が健康に生きるた
　　　めに必要な必須アミノ酸などが多く含まれています。疲労回復に効果があ
るビタミンＢ群を多く含み、江戸時代から「牡丹」「山鯨」とも呼ばれ、主に鍋
料理として愛好されています。�
　対馬市ではイノシシを有効活用するため、その肉を食材として利用し、獣肉の
利用拡大に取り組んでいます。イノシシ料理が広く普及し、それがイノシシの捕
獲推進ひいては農作物の被害軽減の一助となれば幸いです。�

９がつ�生まれ�

※毎月たくさんのご応募をいただいています。下記問い合わせ先へお早めにご応募ください。（先着順ですが初めての方を優先します）�

桐谷拓実くんくん�桐谷拓実くん�
きり たに たく  み�

9/179/17生まれ生まれ（1010才）才）厳原町厳原町�9/17生まれ（10才）厳原町�
菜海ちゃんちゃん�菜海ちゃん�
な    み�な    み� 島谷萌愛ちゃんちゃん�島谷萌愛ちゃん�

しましま たにたに  も    え�しま たに  も    え�

9/109/10生まれ生まれ（1才）才）�9/10生まれ（1才）�
9/199/19生まれ生まれ（8才）才）�
美津島町美津島町�
9/19生まれ（8才）�
美津島町�

米田佑生くんくん�米田佑生くん�
こめ  だ   ゆう せい�

9/309/30生まれ生まれ（1才）才）上対馬町上対馬町�9/30生まれ（1才）上対馬町�

久留須悠葵くんくん�久留須悠葵くん�
く    る    す  ゆう  き�

9/299/29生まれ生まれ（1才）才）厳原町厳原町�9/29生まれ（1才）厳原町�

花屋心咲ちゃんちゃん�花屋心咲ちゃん�
はなはな  や    み  さきさき�はな  や    み  さき�

暖翔くんくん�暖翔くん�
はるはる  と�はる  と�

9/259/25生まれ生まれ（3才）才）�
厳原町厳原町�
9/25生まれ（3才）�
厳原町� 9/39/3生まれ生まれ（1才）才）�9/3生まれ（1才）�

河原駈大くんくん�河原駈大くん�
かわ はら  かける�

9/159/15生まれ生まれ（2才）才）豊玉町豊玉町�9/15生まれ（2才）豊玉町�

姉弟仲よく元気に大きくなってね
　　　　　　　　父ちゃん・ママより

内
容
に
関
し
て
は
、４
ペ
ー
ジ
に�

掲
載
し
て
い
ま
す
。�


